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■台風19号　村内被害状況
■津南地域衛生施設組合財政事情公表
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令和元年

第432号
11月号

台
風
19
号

　
　　村
内
で
も
浸
水
被
害

台
風
19
号

　
　　村
内
で
も
浸
水
被
害

撮影場所　箕作撮影場所　箕作



（2）広 報 さ か え令和元年11月１日

　先般の台風19号により、全国各地にて甚大な被害が出ております。近隣の市町村をはじめ、長
野県内でも千曲川沿岸部を中心に氾濫による被害がありました。被害にあわれた方々に心よりお
見舞い申し上げます。
　栄村内でも各地で甚大な被害がありました。当時の状況を写真とともにお知らせいたします。

台風19号　栄村内被害状況

●避難状況
・屋敷公民館� 4世帯 4名
・森公民館� 5世帯16名
・北野天満温泉� 6世帯 9名
・栄小学校体育館� 32世帯66名
・月岡公民館� 11世帯28名
・栄村役場ホール� 1世帯 3名
・箕作公民館� 2世帯 5名

●道路、河川等
・林道秋山線
　事前規制により通行止め（11日16：00〜）

・県道奥志賀公園栄線
　事前規制により通行止め（11日17：00〜）

・国道405号
　見玉〜大赤沢間、雨量規制により通行止め
　（13日15：00解除）
　黒滝橋200ｍ先土砂崩れ

・県道秋山郷森宮野原停車場線
　長瀬〜笹原間土砂崩れにより通行止め（12日20：50〜）

・村道天代坪野線
　路肩崩壊（12日22：37）
　法面崩落（13日1：30）により片側交互通行

・百合居橋
　千曲川氾濫の危険により通行止め
　（13日5：30〜16日16：30）

・千曲川氾濫（13日5：40）
　国交省排水ポンプ車による排水（13日11：00）
　栄村消防団による排水（ポンプ車6台）

●林道施設等
・林道秋山線
・林道大久保線
・林道暮坪線
・林道北野線
・林道西樽沢線

●農地
・田　17箇所
・畑　 6箇所
　計　23箇所

●農業用施設
・頭首工　13箇所
・水　路　21箇所
・道　路　13箇所
　　計　　47箇所

●災害関連
・橋梁　1箇所

●住宅等被害（千曲川氾濫による浸水）
・住家（床下浸水　2件、床上浸水　2件）
・非住家（JA栄出張所他、栄商店、百合居温泉、
重機車庫、NTT施設、個人所有の車庫）

●公共施設
・農村広場マレットゴルフ場
　コース、トイレ地盤の浸食、砂の堆積



広 報 さ か え（3） 令和元年11月１日

⇧秋山郷森宮野原（停）線
　長瀬～笹原間で土砂崩落があり
当面の間通行止めとなっている

⇨アスパラ畑（菅沢）
　短時間で大量の降水があり
暗渠による排水が機能せず、
大規模に崩落

⇦村道天代坪野線
　（天代）
　川の増水により道路肩が
えぐられ、ガードロープが
垂れ下がっている。
　これにより当面の間は片
側交互通行となっている。

⇩村道坪野平山線
　（坪野）
　水路のオーバーフロー
により路肩が洗われたこ
とにより崩落



（4）広 報 さ か え令和元年11月１日

⇦月岡地区（巻）

⇧村内各所では、消防団の皆さんに警戒
対応にあたっていただき、人的被害を
防ぐことができました

⇧川の増水により中部電力発電所にも被害 ⇧被災者宅の片付けを行う地元消防団や
ボランティア

⇧過去にない水位により横倉農村広場マレット
ゴルフ場が水没

住
宅
の
手
前
ま
で

迫
る
千
曲
川



広 報 さ か え（5） 令和元年11月１日

令
和
元
年
度

工
事
等
契
約
状
況

①工
事
名
：
令
和
元
年
度　

防
災
・
安
全

交
付
金
（
道
路
）
事
業

　
　
　
　

村
道
野
田
沢
1
号
線
他
舗
装

修
繕
⑴
工
事

内　

容
：
野
田
沢
地
区
内
の
道
路
を
舗

装
修
繕
し
ま
す
。

工　

期
：
令
和
元
年
10
月
7
日
～
令
和

元
年
12
月
20
日

契
約
額
：
5
，
8
3
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
株
式
会
社
廣
瀬
建
設

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

廣
瀬
政
之

②業
務
名
：
令
和
元
年
度　

道
路
施
設

定
期
点
検
（
一
括
発
注
）

業
務
委
託

内　
　

容
：
村
内
に
あ
る
橋
（
7
橋
）

の
点
検
を
委
託
し
ま
す
。

履
行
期
間
：
令
和
元
年
10
月
9
日
～
令

和
2
年
3
月
31
日

契
約
額
：
2
，
2
1
1
，
0
0
0
円

契
約
先
：
公
益
財
団
法
人
長
野
県
建

設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

理
事
長　

油
井 

均

③業
務
名
：
令
和
元
年
度　

村
単
道
路

改
良
測
量　

設
計
業
務

（
村
道
天
代
坪
野
線
）

内　
　

容
：
新
し
い
土
合
橋
と
県
道
ま

で
の
間
を
道
路
改
良
す
る

た
め
の
測
量
と
設
計
を
委

託
し
ま
す
。

履
行
期
間
：
令
和
元
年
10
月
4
日
～
令

和
2
年
1
月
31
日

契
約
額
：
9
，
3
5
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
株
式
会
社
し
な
測　

代
表

取
締
役　

工
藤
千
麻
琴

④業
務
名
：
令
和
元
年
度　

村
単
道
路

改
良
測
量
設
計
業
務
（
村

道
白
鳥
北
線
・
白
鳥
4
号

線
）

内　
　

容
：
大
門
踏
切
を
車
両
通
行
可

能
と
す
る
た
め
、
国
道

1
1
7
号
ま
で
の
間
を
拡

幅
す
る
計
画
と
し
て
い
ま

す
。

履
行
期
間
：
令
和
元
年
10
月
4
日
～
令

和
2
年
1
月
31
日

契
約
額
：
3
，
3
0
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
株
式
会
社
し
な
測　

代
表

取
締
役　

工
藤
千
麻
琴

⑤業
務
名
：
令
和
元
年
度　

村
単
か
げ

た
橋
他
1
橋
橋
梁
調
査
・

補
修
設
計
業
務

内　
　

容
：
今
後
修
繕
予
定
の
か
げ
た

橋
と
瀬
の
上
橋
の
調
査
を

行
い
、
補
修
箇
所
を
設
計

し
ま
す
。

履
行
期
間
：
令
和
元
年
10
月
7
日
～
令

和
2
年
1
月
31
日

契
約
額
：
3
，
7
4
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
長
野
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

臼
田
裕
一

⑥工
事
名
：
令
和
元
年
度　

浄
化
槽
市
町

村
整
備
推
進
事
業　

合
併
浄

化
槽
設
置
工
事
（
そ
の
4
）

内　

容
：
浄
化
槽
新
規
設
置
を
行
い
ま

す
。

工　

期
：
令
和
元
年
10
月
7
日
～
令
和

2
年
1
月
25
日

契
約
額
：
1
0
，
1
9
7
，
0
0
0
円

契
約
先
：
有
限
会
社
環
境
さ
か
え

⑦工
事
名
：
令
和
元
年
度　

村
営
住
宅
森

第
1
団
地
第
2
号
解
体
工
事

内　

容
：
森
第
1
団
地
（
五
宝
木
住

　
　
　
　

宅
）
の
1
棟
を
解
体
す
る
工

事
で
す
。

工　

期
：
令
和
元
年
10
月
7
日
～
令
和

元
年
12
月
16
日

契
約
額
：
2
，
0
9
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
有
限
会
社
赤
津
組



（6）広 報 さ か え令和元年11月１日

【
買
う
よ
り
お
得
、シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル
】

　

子
供
さ
ん
の
背
が
大
き
く
な
り
、
ス

キ
ー
が
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
を
始
め
た
い
が
高
い
板
を
買

う
の
は
ち
ょ
っ
と
…
、
な
ど
、
そ
ん
な

方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
例
年
好
評
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル

　

受
付
期
間
：
11
月
18
日
～
11
月
26
日

　
（
告
知
放
送
で
も
ご
案
内
い
た
し
ま

　

す
。）

　

料
金
：
小
学
生
ま
で 

９
，
０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
上 

11
，
０
０
０
円

○
ス
キ
ー
場
営
業
情
報

　

12
月
21
日
㈯　

オ
ー
プ
ン
！

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ス
ス
メ
情
報

　
〝
３
月
29
日
㈰
ま
で
毎
日

営
業
〟

○
圧
雪
車
試
乗
体
験
会

　

期
間
：
２
月
中
旬
～

３
月
中
旬
開
催

　

料
金
：
３
，
０
０
０
円

○
高
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん

→
「
雪
マ
ジ
19
」（
19
歳

リ
フ
ト
無
料
）

　
「
雪
マ
ジ
20
」（
20
歳
リ
フ

ト
半
額
）

　

雪
マ
ジ
の
ご
利
用
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。
ス
キ
ー
場
へ

は
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
雪
マ
ジ
19
の
対
象
者
は
、

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
雪
マ
ジ
20
の
対

象
者
は
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
と
な
り
ま
す
。

○
村
内
各
戸
に
は
12
月
に
村
民
割
引
券

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご

親
戚
等
で
ご
利
用
下
さ
い
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
村
民
皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　
（
役
場 
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

２
０
１
９
─
２
０

シ
ー
ズ
ン
情
報

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
山
タ
ク
」栄
村
秋
山
郷

自
家
用
有
償
運
送

長
瀬
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
休
館
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
国
が

作
っ
た
中
小
企
業
従
業
員
の
た
め
の
制

度
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従

業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
に
は
一
定
期
間
、
掛
金
に
つ
い
て
の

一
部
を
国
及
び
村
か
ら
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

人
材
の
安
定
確
保
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
ご
検
討

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
】

　

商
工
観
光
課
企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

秋
山
郷
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

と
ね
ん
ぼ
資
料
室
は
、
土
日
祝
日
の

開
館
は
11
月
４
日
㈪
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

長
瀬
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
浴
室

改
修
工
事
を
行
う
た
め
11
月
５
日
㈫
～

　

山
タ
ク
（
山
の
タ
ク
シ
ー
）
は
秋
山

住
民
自
ら
が
運
転
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
タ
ク
シ
ー
交
通
で
す
。

〇
受
付
時
間

　

８
時
～
12
時
／
13
時
～
17
時

　
（
土
日
祝
は
前
日
ま
で
に
予
約
し
て

　

く
だ
さ
い
）

〇
料
金

　

距
離
１
㎞
あ
た
り
２
０
０
円
＋
迎
車

　

料
金
３
０
０
円

〇
運
行
区
域

　

運
行
地
区
は
原
則
と
し
て
栄
村
秋
山

地
域
内
の
み
。
地
域
外
へ
は
津
南
町
見

玉
地
区
ま
で
お
送
り
で
き
ま
す
。

〇
利
用
者

　

秋
山
住
民
は
も
ち
ろ
ん
観
光
客
、
登

山
客
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
が
、
乗
車

地
点
は
秋
山
地
区
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

☎
０
８
０
─

９
２
９
９
─

７
１
４
３

11
月
30
日
㈯
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４



広 報 さ か え（7） 令和元年11月１日

し尿処理費
26.14％
（71,188）

議会費　0.06％（167）

し尿処理場の
施設維持管理費等

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

斎場の施設維持管理費等

ごみ・し尿処理場等の
全体の総務的経費等

ごみ処理場の
施設維持管理費等

最終処分場の
施設維持
管理費等

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請手数料

財政調整基金
からの繰入金

平成29年度の
繰越金

くず鉄、古紙等
リサイクル品の売却等

土地貸付料
利子積立等

使用料
及び手数料
10.55％
（31,337）斎場・ごみ・

し尿処理場
使用料

関係市町村
の負担金

津南町
50.13％

（148,929）

繰越金
9.37％（27,845）

繰入金
5.42％

（16,104）
手数料　5.52％
（16,391）

使用料　5.03％
（14,946）

栄村
10.93％
（32,482）

十日町市
10.30％
（30,593）

諸収入
3.29％（9,772） 財産収入

0.01％（34）

総務費
10.21％
（27,796）

斎場費
6.72％

（18,307）

塵芥処理費
48.95％（133,282）

最終処分場費
6.56％

（17,864）

清掃総務費
1.36％（3,710）衛

　生
　費

　

（
244,351）　89.73％

組
　合
　費

　

（
212,004）　71.36％

歳　入
297,096千円

歳　出
272,314千円

◎歳入 297,096千円 － 歳出 272,314千円
　＝24,782千円 は次年度へ繰越
◎財政調整基金残高 65,375千円
　（前年度から977千円増） （単位：千円）

使ったお金（歳出）
2億7千231万4千円

入ったお金（歳入）
2億9千709万6千円

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
財
政
事
情
公
表

◆
し
尿
の
量

　

総
搬
入
量�

5
，
9
1
3
㎘

�

（
内
栄
村 

1
，
4
2
1
㎘
）

　

前
年
度
対
比　

5
・
8
％
の
減

○
内　

訳

　

し
尿
搬
入
量�

2
，
4
7
5
㎘

�

（
内
栄
村　

3
9
5
㎘
）

　

浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量

�

3
，
4
3
8
㎘

�

（
内
栄
村　

1
，
0
2
6
㎘
）

◆
し
尿
処
理
の
経
費

　

し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
１
㎘
あ
た
り
の

処
理
経
費�

1
3
，
2
2
3
円

　

ご
み
・
し
尿
処
理
等
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─
３
４
９
５

一
世
帯
あ
た
り
の
排
出
量　

�

1
，
0
2
9
㎏
／
年

◆
ご
み
処
理
の
経
費

　

ご
み
１
ト
ン
あ
た
り
の
処
理
経
費

�

3
1
，
9
6
6
円

　

※
公
債
費
・
工
事
費
を
除
く

　

一
人
あ
た
り
の
処
理
経
費

�

1
2
，
5
0
4
円
／
年

　

一
世
帯
あ
た
り
の
処
理
経
費

�

3
2
，
8
8
9
円
／
年

最
終
処
分
場
埋
立
実
績

平
成
30
年
度
埋
立
量�

1
，
0
9
2
㎥

最
終
処
分
場
残
容
量
�

2
1
，
9
5
9
㎥

◆
年
間
利
用
実
績　

3
1
1
件

�

（
内
栄
村　

37
件
）

◆
斎
場
の
経
費　

　

火
葬
一
件
あ
た
り
の
経
費

6
6
，
6
2
0
円

　

※
公
債
費
・
工
事
費
を
除
く

斎
場
業
務

し
尿
処
理
業
務

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・

旧
松
之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市

町
村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿

等
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
る
『
津
南

地
域
衛
生
施
設
組
合
』
の
平
成
30
年
度

の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ご
み
の
量

　

総
搬
入
量�

4
，
4
5
8
ト
ン

�

（
内
栄
村　

5
8
5
ト
ン
）

　

前
年
度
対
比　

1
・
9
％
の
増

○
内　

訳

　

燃
え
る
ご
み�

3
，
6
4
5
ト
ン

　

資
源
ご
み�

1
4
0
ト
ン

　

空
び
ん�

1
2
8
ト
ン

　

空　

缶�

53
ト
ン

　

埋
め
立
て
ご
み�

1
1
5
ト
ン

　

古　

紙�
 

3
5
6
ト
ン

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ

�

21
ト
ン

一
人
あ
た
り
の
排
出
量

�

3
9
1
㎏
／
年

ご
み
処
理
業
務

平
成
30
年
度

　
歳
入
歳
出
決
算
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　給与所得者に係る年末調整説明会を開催します。説明会では「年末調整のしかた」や「給
与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」などのパンフレットを使用して
説明を行います。ご出席の際にはお持ちいただきますようお願いいたします。

信濃中野税務署　☎ 0269-22-3151（自動音声案内の「２」をお選びください)

年末調整
説明会

決算説明会 　個人事業者の方の決算の仕方や注意点など、また消費税の確定申告書の作成方法など
を説明いたします。なお、説明会で使用する資料は、当日会場で配付いたします。

開 催 日 開 催 時 間 開 催 場 所

11月20日㈬
①午前10時～12時

中野市民会館　２階41号会議室
②午後１時30分～３時30分

11月21日㈭
①午前10時～12時

飯山市公民館　２階講堂
②午後１時30分～３時30分

対　象　者 開催日時 開催時間 開催会場

白色申告者
農業所得の方

12月５日㈭
午前10時～正午 中野市民会館

２階41号会議室営業・不動産所得の方 午後２時～４時

青色申告者
農業所得の方

12月９日㈪
午前10時～正午 飯山市公民館

２階講堂営業・不動産所得の方 午後２時～４時

消費税課税事業者 12月17日㈫
午前10時～正午 中野市民会館

２階41号会議室午後２時～４時

※ご都合のよい会場にお越しください。
※年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明会も併せて開催しておりますので、是非ご参加ください。
※年末調整関係用紙及び法定調書の用紙が不足する場合には、説明会会場で配付しておりますので、会場にてお受け取り
ください。（税務署の窓口でも配布しております。）

国税に関するご相談は、まず税務署に電話を！
信濃中野税務署（☎0269-22-3151）　※自動音声案内に従ってお問い合わせください

「１」を選択 「２」を選択 「３」を選択
○国税に関する一般的な
ご相談

電話相談センター
音声案内に従い相談内容の
番号を選択してください。

「１」…所得税
「２」…源泉所得税・年末調整
「３」…相続税・贈与税・譲渡所得
「４」…法人税
「５」…消費税・印紙税
「６」…そのほかのご相談

◎よくある税の質問は国税庁ホームページの「タックスアンサー」
に掲載されています。携帯電話からもご利用いただけます。

税　務　署

消費税の軽減税率制度
に関する専用窓口

○個別的なご相談のため
　の予約手続
○税務署からの照会に関
　するお問合せ
○税金の納付相談

○消費税の軽減税率制度
に関するご相談

タックスアンサー 検索

令和元年分「年末調整説明会」及び「決算説明会」のお知らせ

　国税に関するご相談は、まずは税務署に電話にてお問い合わせください。おかけいただいた電話は、自動音
声案内でご案内します。相談内容に応じて「１」、「２」、「３」の番号を選択してください。

携帯サイトはこちらから
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小
・
中
学
生
と
村
長
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防

止
月
間
」
で
す
。

寒
く
な
る
時
期
だ
か
ら

こ
そ『
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
』

し
ま
せ
ん
か

栄
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研

究
集
会
・
人
権
教
育
講

演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

栄
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
村
づ
く
り
に
進
ん
で
参
加
し
て
ゆ

く
意
欲
を
は
ぐ
く
み
た
い
と
い
う
目
的

で
「
村
長
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

栄
小
学
校
５
・
６
年
生
及
び
栄
中
学
校

全
校
生
徒
が
事
前
に
地
域
課
題
を
話
し

合
い
、
研
究
を
進
め
て
き
た
成
果
を
村

の
理
事
者
に
質
問
・
提
言
し
ま
す
。
当

日
の
発
表
者
は
栄
小
が
２
名
、
栄
中
は

８
名
で
す
。
村
長
の
回
答
後
は
該
当
児

童
・
生
徒
全
員
で
理
事
者
と
懇
談
を
し

ま
す
。
新
鮮
な
目
線
で
の
意
見
や
懇
談

の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
般
の
皆

様
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期
日　

令
和
元
年
11
月
15
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

場
所　

栄
村
役
場　

文
化
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
７
─

３
１
１
８

　

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
『
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
』
は
、
震
災
復
興
祈
念
館
〝
絆
〟
の

中
に
あ
る
、
お
子
様
連
れ
の
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
で
き
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
滑
り
台
や
ボ

ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

遊
具
か
ら
、
知
育
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
子
さ
ん
の
遊
び
を
揃
え
て

い
ま
す
。
マ
マ
達
も
こ
こ
で
ホ
ッ
と
ひ

と
休
み
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
の
暖
か
い
室
内
遊
び
に
、

お
友
達
を
誘
い
あ
い
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
支
援
係　

☎
８
７
─

３
０
２
０

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
児
童

虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
怒
鳴

り
声
が
聞
こ
え
る
・
外
に
締
め
出
さ
れ

て
い
る
・
食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
児

童
相
談
所
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
児
童
相
談
所
共
通
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
】

「
１
８
９
」
＝
い
ち
は
や
く

期　

日　

令
和
元
年
11
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
50
分

会　

場　

栄
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

講
演
内
容

　
「
ネ
ッ
ト　

こ
こ
が
心
配

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
と
留
意
点
～
」

講　

師　

南
澤
信
之
氏

　
　
　
　
（
一
般
財
団
法
人
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
、
長

野
県
警
察
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　

無
料

主　

催　

栄
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

共　

催　

栄
村
、
栄
村
教
育
委
員
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
道
具
で

す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と

自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
犯
罪
や

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

村
内
の
児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
ネ
ッ

ト
の
危
険
性
と
留
意
点
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
７
─
３
１
１
８
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10
月
19
日
㈯
自
然
講
座
９
を
開
催
し

ま
し
た
。
紅
葉
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
、

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の
森
林
内
を

歩
き
な
が
ら
、
植
物
担
当
の
井
田
秀

行
・
大
塚
孝
一
執
筆
員
か
ら
ブ
ナ
林
の

命
を
は
ぐ
く
む
力
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
13
名
で
し
た
。
そ

の
後
、
両
執
筆
員
は
、
小
赤
沢
の
大
カ

ツ
ラ
の
木
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

４
回
目
と
な
る
出
前
歴
史
講
座
を
10

月
24
日
㈭
午
後
７
時
30
分
か
ら
森
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。「
江
戸
時
代
の

森
村
～
山
の
境
界
を
め
ぐ
る
二
つ
の
争

い
～
」
と
題
し
て
、
編
纂
室
の
樋
口
和

雄
専
門
員
が
森
と
羽
倉
、
森
と
青
倉
の

山
争
い
を
絵
図
面
や
古
文
書
か
ら
解
き

明
か
し
、
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
は
、
津
南
町
の
皆
さ
ん
も
含
め
て

21
名
で
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─
８
７
─
３
１
１
８ 

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.2

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
西

部
地
区
担
当
の
佐
藤
慎
平
で
す
！

　

先
日
の
台
風
の
被
害
は
と
て
も
大
き
な
も

の
で
し
た
ね
。
自
分
も
消
防
団
員
と
し
て
、

そ
し
て
栄
村
民
と
し
て
排
水
作
業
や
被
害
を

受
け
た
住
宅
の
片
づ
け
な
ど
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
民
の
方
々
と
一
緒
に
作
業

を
し
て
い
る
う
ち
に
、〝
自
分
た
ち
の
村
は

自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
〟
と
い
う
想
い

や
〝
困
っ
た
と
き
、
苦
し
い
時
は
お
互
い
に

助
け
合
う
〟
と
い
う
絆
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
、
大
変
な
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
栄

村
は
本
当
に
良
い
村
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

し
ひ
そ
か
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
心
か
ら

栄
村
と
長
野
県
の
復
旧
を
願
い
、
自
分
自
身

も
そ
れ
に
向
け
て
全
力
で
動
い
て
い
き
ま

す
！

　

さ
て
、
６
月
に
活
動
報
告
を
書
い
て
か
ら

約
３
か
月
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
間
は
集
落

の
草
刈
り
、
田
ん
ぼ
の
世
話
、
米
の
梱
包
・

発
送
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
合
間
を
ぬ
っ
て
地
道
に
や
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は〝
情
報
発
信
〟

で
す
。
栄
村
移
住
の
様
子
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
の
こ
と
、
田
ん
ぼ
や
畑
の
様
子

な
ど
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〝
田
舎
暮
ら
し
〟
を

テ
ー
マ
に
、
主
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
ブ
ロ
グ
を

使
っ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
、Google

で
「
栄
村　

移

住
」
と
検
索
し
た
と
き
に
自
分
の
ア
カ
ウ
ン

ト
が
上
位
に
く
る
よ
う
に
、〝
し
ん
ぺ
ー
＠

栄
村
移
住
ホ
ン
キ
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
〟
と
い
う

名
前
に
、
ブ
ロ
グ
は
栄
村
暮
ら
し
の
リ
ア
ル

を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で〝
サ
カ
エ
リ
ア
ル
〟

と
い
う
名
前
に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー

＆
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ

と
、
も
っ
と
い
い
名
前
が
あ
れ
ば
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
笑
）。
ま
だ
ま

だ
小
さ
な
発
信
ツ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
道
に
続
け
て
い
る
お
か
げ
で
、
以
前
小
滝

集
落
に
て
行
っ
た
〝
古
道
ウ
ォ
ー
ク
〟
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
ツ
イ
ー
ト
を
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
が
行
っ
て
い
る
〝
動
か
せ
ミ
ラ

イ
〟
と
い
う
企
画
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
栄
村　

移
住
」

と
検
索
す
る
と
自
分
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
ブ
ロ

グ
の
記
事
が
上
位
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
台
風
被
害
に
つ
い
て
の
ツ
イ
ー
ト
も
多

く
の
方
に
拡
散
し
て
い
た
だ
き
、
栄
村
の
被

害
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
の
に
少
し
は
貢

献
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動

を
始
め
て
す
で
に
半
年
。
今
ま
で
は
言
わ
れ

た
こ
と
を
や
る
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
考
え
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

佐
藤
隊
員
活
動
通
信

　

10
月
中
・
下
旬
、
歴
史
編
の
鈴
木
努

執
筆
員
は
３
日
間
、
栄
小
学
校
で
学
校

日
誌
等
の
調
査
・
閲
覧
を
し
ま
し
た
。

同
じ
く
歴
史
編
の
高
木
元
治
執
筆
員
は

仙
当
及
び
天
地
開
拓
の
歴
史
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
編
魚
類
担

当
の
北
野
聡
執
筆
員
は
千
曲
川
で
調
査

を
行
い
、ナ
マ
ズ
、ア
カ
ザ
（
サ
ス
リ
）、

ニ
ゴ
イ
（
ア
ラ
メ
ゴ
イ
）
ブ
ラ
ウ
ン
ト

ラ
ウ
ト
等
を
採
捕
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
ナ
マ
ズ
１
尾
は
新
種
の
タ
ニ
ガ
ワ
ナ

マ
ズ
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

歴
史
・
自
然
執
筆
員
の
調
査
進
む

自
然
講
座
の
開
催

出
前
歴
史
講
座
の
開
催

60㎝のナマズ捕れました
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よ りだ健保

　村では予防接種を推奨するため、お子さんや高齢者の方への補助事業を今年から拡充しました。
　予防接種の効果が現れるまでに、２週間程度かかりますので早めの予防接種と『うがい・手洗
い・咳エチケット』による感染対策を心掛けましょう。

《補助対象者》
　◆高校３年生以下の方（高校３年生とは：令和２年３月31日までに18歳に達する者）
　◆65歳以上の方

《補助金額》
　一回接種の時：3,500円まで
　二回接種の時：一回2,500円まで、二回まで補助対象（合計5,000円まで）
　（※13歳未満は二回接種の対象となります）

《栄村診療所でのインフルエンザ予防接種》
　栄村診療所から村民の皆様へ感謝の気持ちとして、接種料金を値上げせずに補助金額と同額と
しているので、原則無料でインフルエンザの予防接種が可能です。そのほか、予約なしで予防接
種できるほか、診療時間外や休日でも接種可能日を設けたり、各地区公民館へ巡回接種に伺った
りしますので、先にお配りしてあるチラシや告知放送をご確認ください。

《村外でのインフルエンザ予防接種》
　近隣の医療機関でのインフルエンザ予防接種は、各医療機関にお問い合わせください。
　接種料金は医療機関ごとに異なりますので、接種料金から補助金を差し引いた金額が請求され
ます。

　定期接種と呼ばれる予防接種は、指定された期間に原則無料で受けられ、対象者の方には通知
でお知らせしています。しかし、期間を過ぎてしまうなどで、その機会を失っている方があり、
栄村では「風しんの抗体検査」「日本脳炎の予防接種の特例（18歳から20歳未満の対象者）」「高
齢者の肺炎球菌感染症」が挙げられます。これらを個人負担で受けようとすると、抗体検査は風
しん8,000円程度、予防接種は風しん6,000円程度、日本脳炎7,000円程度、肺炎球菌7,000円程度が
必要となります。
　手元に定期接種の通知がある場合は、無料接種が可能な期間内での、早めの対応をお勧めしま
す。

インフルエンザ予防接種を受けましょう

その他の予防接種について

問い合わせ 民生課　健康支援係　☎0269-87-3020
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犯罪被害者週間

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
河
川
実
験
装
置
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

河
川
実
験
装
置
、
な
ん
だ
か
た
い
そ
う
な
名

前
で
す
が
、
渓
谷
が
で
き
る
様
子
や
、
川
が
蛇

行
す
る
様
子
、
三
角
州
や
段
丘
が
で
き
る
様
子

な
ど
を
短
時
間
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
優
れ
も

の
で
す
。

　

８
月
ご
ろ
か
ら
津
南
町
な
じ
ょ
も
ん
に
置

き
、
現
在
は
、
学
習
の
た
め
に
栄
小
学
校
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

地
層
の
堆
積
、
土
砂
の
運
搬
、
川
の
下
刻
作

用
な
ど
は
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
１
年
生

ま
で
広
く
学
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
46
億
年
と

い
う
時
間
の
中
で
動
い
て
い
る
地
球
を
相
手
に

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
動
き
は
人
間
が
生
き
る

時
間
の
中
で
は
確
認
し
づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
導
入
し
た
実
験
装
置
は
約
１
メ
ー
ト
ル

×
４
メ
ー
ト
ル
の
箱
の
中
に
、
大
き
さ
と
色
の

違
う
細
か
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
砂
が
入
っ
て
お

り
、
そ
こ
に
ポ
ン
プ
で
水
を
流
す
こ
と
で
、
何

度
で
も
実
験
が
で
き
ま
す
。

　

水
を
流
す
量
も
変
え
ら
れ
る
の
で
、
大
体
40

分
か
ら
３
時
間
程
度
で
川
や
谷
が
で
き
て
い
く

様
子
を
観
察
で
き
ま
す
。

　

砂
は
自
分
た
ち
で
重
ね
て
均
す
の
で
す
が
、

そ
の
時
々
の
砂
の
密
度
な
ど
に
よ
り
、
毎
回
違

う
形
の
川
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
見

て
い
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
装
置
の
導
入
に
よ
り
、
少
し
で
も
理
科

や
地
学
に
興
味
を
持
つ
人
が
ふ
え
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。

　

な
じ
ょ
も
ん
に
設
置
し
て
あ
る
場
合
は
、
一

般
の
方
も
見
学
が
自
由
に
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
来
館
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

時
間
に
よ
り
、
学
校
の
授
業
で
使
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
０
２
５
─

７
６
５

─

１
６
０
０
）
ま
た
は
栄
村
公
民
館
（
8
7
─

２
１
０
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
文
責　

越
智
）

11月25日㈪～12月1日㈰

長野犯罪被害者支援センター　長野　026-233-7830

警察における被害者支援制度
●犯罪被害給付制度
　故意の犯罪行為により被害を受けた被害者やご遺族の方に、国が給付金を支給します。
●各種公費負担制度
　捜査に必要な診断書料等、性犯罪被害にあわれた方の診察費用の一部、御遺体の搬送費用、一時避
難のための宿泊料、ハウスクリーニング費用等について公費負担します。
●カウンセリング支援制度
　警察部内カウンセラーによるカウンセリングの実施及び精神的被害の回復に有効な診察又はカウン
セリング費用を公費負担する制度を整備しています。
●被害者連絡制度
　捜査状況、被疑者の検挙・処分状況等の連絡を行います。

性犯罪被害
性犯罪被害ダイヤルサポート110
　フリーダイヤル　0120-037-555
　プッシュ回線は　#8103

警察安全相談
警察安全相談電話
　026-233-9110
　プッシュ回線は　#9110

河川実験装置

『
お
宝
巡
り
』
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

11
月
９
日
㈯　

9
時
～
15
時
30
分

　

苗
場
山
麓
の
温
泉
を
探
る

　

秋
山
方
面
の
温
泉
を
巡
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
飲
み
水
・
山
歩
き
の
服
装
・
２
，

０
０
０
円
（
昼
食
代
及
び
温
泉
入
浴
料
）

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０
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９月火災・救助・救急出動件数

最高気温 35.8℃ 9月23日㈪

最低気温 11.3℃ 9月20日㈮

平均気温 21.6℃ 総 雨 量 108㎜

栄村の気象（９月）

世帯数 811世帯 前月比－4
人　口 1,805人 －6
男 867人 －2
女 938人 －4

出生 0
死亡 4
転入 2
転出 4

世帯と人口（10月１日現在） ９月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 103 飯山日赤� 7

津南病院� 2
そ の 他� 1
不 搬 送� 0
合　　計� 10
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 23

野沢温泉村 1 0 17

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 0 3

再確認　時には必要　うたがう心

11月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆

　先般の台風19号の影響により被災された方々
に、心よりお見舞い申し上げます。
　台風が過ぎ去って数週間経ちますが、未だ天
候が不安定な日が続いております。
　朝夕と冷え込んでおり、風邪をひきやすい季
節になりましたので、体調管理には十分注意し
ましょう。

生活カレンダー11月
８
日
㈮　

焼
き
芋
交
流
会

【
栄
中
学
校
中
庭　

午
後
2
時
半
】

９
日
㈯　

空
き
瓶
回
収
【
栄
小
学
校
・
栄
中
学
校
】

10
日
㈰　

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

【
8
時
か
ら
12
時
】

12
日
㈫　

保
育
園
開
放
日【
午
前
9
時
か
ら
11
時
】

15
日
㈮　

栄
中
生
と
村
長
の
懇
談
会

【
役
場　

午
後
2
時
か
ら
】

28
日
㈭　

保
育
園
開
放
日【
午
前
9
時
か
ら
11
時
】

11
日
㈪　

幼
児
健
診

【
集
団
健
診
室　

午
後
１
時
か
ら
】

13
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
集
団
健
診
室　

午
前
９
時
か
ら
】

22
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室

【
保
育
園　

午
前
10
時
か
ら
】

26
日
㈫　

離
乳
食
教
室

【
集
団
健
診
室　

午
前
10
時
か
ら
】

12
月

４
日
㈬　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
接
種

【
診
療
所　

午
後
５
時
か
ら
６
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　12月２日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　11月22日㈮
　八十二銀行・県信　11月25日㈪

佑
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〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.85

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大切な農地を守るために

人・農地プランとは未来の設計図
　現在、全国的に高齢化、担い手不足などにより遊
休農地・荒廃農地が増えています。これらの解消な
ど様々な問題を解決するために地域で話し合いを行
い、令和３年３月末までに人・農地プランをつくる
よう国では推進しています。

地域の話合いで農業委員・農地利用最適化推進委員がアドバイス
　各地域単位で５年後、10年後の後継者不足や耕作放棄地の増加など人と農地の問
題を解決するために地域での話合いを行い「人・農地プランの実質化」に取り組む
こととしています。

～地域で話し合って頂く内容～
・今後、地区の中心となる経営体（個人・法人等）はどこか
・地区の中心となる経営体へどうやって農地を集めるか
・地区の中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給的農家）を含めた
地域農業のあり方

農地の出し手と受け手を明確に
　概ね５年から10年後の農地利用に関する意向調査を行い、将来にわたって農地を
誰が担っていくのか。誰に農地を集積・集約化していくのかを地域の皆さんで決め
ていただき、その結果をまとめます。

（作成した人・農地プランは地区の事情の変化に応じて見直しが可能です。）

栄村公式ホームページで公表
　国の基準に基づき、現在ある人・農地プランを基に、既に実質化されていると判
断できる地域の公表と、実質化に向けた話合いを進める必要のある地域の工程表を
一般に公表することになっております。
　実質化していると判断している地区は、白鳥、横倉、泉平、小滝、月岡、北野、極野、
小赤沢です。それ以外の地区は実質化に向けた意向調査、話し合いを順次実施しプ
ランを作成していく計画です。

（詳細は栄村ホームページ内組織案内　栄村農業員会事務局
http://www.vill.sakae.nagano.jp/sonsei/soshiki/03nogyoiin/ で公表）

人・農地プランの作成・見直し
を進めます
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ク
マ
に
注
意
！
　
被
害
情
報
多
数

農業者年金 (担い手積立年金)

　

今
年
は
昨
年
に
比
べ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

と
し
て
天
候
不
順
等
の
影
響
で
山
の
木
の
実

が
不
作
と
な
り
餌
を
求
め
里
に
出
没
し
て
い

る
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ブ
ナ
の
実
等
が
豊
作
だ
っ
た
よ

う
で
目
撃
・
痕
跡
情
報
も
少
な
く
約
20
件
程

度
、
今
年
は
9
月
末
時
点
で
約
50
件
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
は
主
に
米
、
ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
栗
、
柿
等
を
狙
っ
て
歩
き
回
り
ま
す
。

そ
こ
に
食
べ
物
が
あ
る
と
分
か
る
と
、
度
々

出
没
す
る
た
め
特
に
注
意
が
必
要
と
な
り
、

翌
年
、
翌
々
年
と
同
じ
場
所
に
同
じ
個
体
が

出
没
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
防

止
す
る
に
は
電
気
柵
の
設
置
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
は
電
気
柵
を
破
り
侵
入
す

る
ク
マ
も
居
る
こ
と
か
ら
絶
対
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
番
の
対
応
策
に
つ

い
て
は
電
気
柵
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
も
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
栄
村
猟

友
会
の
協
力
を
得
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
例
年
、
サ
ル
追
い
や

イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
対
策
を
主
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
ク
マ
の
出
没
が
多

く
、
人
的
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
捕

獲
許
可
を
長
野
県
に
申
請
し
許
可
に
な
っ
た

頭
数
は
19
頭
（
9
月
末
時
点
）
内
15
頭
を
捕

獲
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
捕
獲
は
4
頭
な
の

で
昨
年
に
比
べ
約
4
倍
の
捕
獲
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
特
に
注
意
が
必
要
な
場
所
と
し
て
、

栗
及
び
柿
木
が
あ
る
場
所
に
な
り
ま
す
。
ク

マ
は
夕
方
早
け
れ
ば
19
：
00
頃
、
早
朝
は

5
：
00
頃
ま
で
エ
サ
場
で
栗
等
を
食
べ
て
い

ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
栄
村
産
業
建
設
課
農
林
係
）

▲赤外線カメラで自動撮影した画像より

農業者の皆さん農業者年金に加入しましょう

しっかり組み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を

農業に従事する方なら広くご加入いただけます。

加　入　資　格　　①２０歳以上６０歳未満の国民年金第１号被保険者
　　　　　　　　　②年間６０日以上農業に従事する方

メリットその１　　少子高齢化時代に向いた積立方式の終身年金です。

メリットその２　　保険料の額は自由に決められます。加入や脱退も自由！
　　　　　　　　　（月額２万円から最高６万７千円まで）

メリットその３　　年金は生涯支給されます。（８０歳までの保証付きの終身年金）
　　　　　　　　　８０歳までに亡くなることがあっても、遺族に死亡一時金が支給されます。

メリットその４　　保険料は全額が社会保険料控除（節税になります。）

▼原向地区の栗の木畑に出没している
　親子連れのツキノワグマ　　　　　
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　週刊　　月４回　金曜日発行
月 700円、年 8,400円（消費税込）

　

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
栽
培
し
て
き
た

４
年
生
。
４
月
、
今
年
も
や
る
気
満
々
で
し

た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
栄
村
の
伝
統
野

菜
で
あ
る
「
し
し
こ
し
ょ
う
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
野
菜
と
は

一
線
を
画
す
個
性
的
で
深
い
味
わ
い
は
、
栄

村
の
気
候
・
風
土
の
中
で
守
り
続
け
ら
れ
て

き
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ

を
自
分
た
ち
で
育
て
、
味
を
知
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
を
体
に
刻
み
込
む
体
験
を
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
始
め
た
活
動
で
す
。
県
内
の

伝
統
野
菜
を
調
べ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
栄
村

の
し
し
こ
し
ょ
う
も
有
名
に
な
れ
ば
い
い

な
、
と
い
う
思
い
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
八
幡
屋
礒
五
郎
」
さ
ん
を
見
学
し
ま
し
た
。

八
幡
屋
さ
ん
で
は
、
店
の
歴
史
と
七
味
の
素

材
や
缶
の
デ
ザ
イ
ン
の
秘
密
等
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
色
彩
の
鮮
や
か
な
缶
の
デ

栄
小
学
校

４
年
生

　
長
野
県
の
信
州
伝
統
野
菜
に
認
定

さ
れ
て
い
る
栄
村
の
し
し
こ
し
ょ
う

の
栽
培
に
挑
戦
し
た
栄
小
学
校
4
年

生
を
紹
介
し
ま
す
。

　
し
し
こ
し
ょ
う
と
は
、「
栄
村
で

生
産
さ
れ
る
在
来
種
の
ト
オ
ガ
ラ

シ
」
の
名
称
で
す
。

ザ
イ
ン
は
子
ど
も
た
ち
の
印
象
に
深
く
残
っ

た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
素
材
の
一
つ
に
大

鹿
村
の
唐
辛
子
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、「
栄
村
の
し
し
こ
し
ょ
う
も
使
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
売
り
込
む
子
も
。
し

か
し
、
肉
厚
で
乾
燥
に
向
か
な
い
と
の
こ
と

で
よ
い
お
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
積
極
的
に
売
り
込
む
姿
に

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
し
し
こ
し
ょ
う
作
り
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
横
倉
の
渡
辺
さ
ん
に
し
し
こ
し
ょ

う
の
葉
の
佃
煮
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
伝
統
野
菜
に
認
定
さ
れ
る
ま
で

の
こ
と
や
、
昔
の
人
が
作
物
を
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
調

理
し
た
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
と

て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
手
間
を
か
け

て
作
ら
れ
た
も
の
は
心
に
し
み
る
お
い
し
さ

が
あ
り
最
高
の
味
で
し
た
。伝
統
野
菜
の「
し

し
こ
し
ょ
う
」
に
出
会
っ
た
ば
か
り
の
子
ど

も
た
ち
で
は
あ
り
ま
す
が「
し
し
こ
し
ょ
う
」

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
し
こ
し
ょ
う
」
の
栽
培
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
村
内

の
関
係
者
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

（
担
任　

桜
沢
文
江
）

「
し
し
こ
し
ょ
う
」を
作
ろ
う

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

経営とくらしを応援!!
①　わかりやすい農業・農政の解説
②　みんなが知りたい経営・流通の最新情報が満載
③　くらしと地域に活力を
④　女性の元気を応援
⑤　文字が大きく読みやすい

■購読の申込みは農業委員会事務局まで
■発行所　全国農業会議所

栄
村
の
伝
統
野
菜
　「
し
し
こ
し
ょ
う
」の
栽
培
に
挑
戦
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平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
た
今
年
、
宮
川

農
園
も
経
営
が
父
・
宮
川
頼
之
か
ら
私
・
宮

川
一
哉
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
栄
村
の
特
産

品
で
あ
る
「
栄
村
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」
の

原
料
の
加
工
ト
マ
ト
生
産
も
私
の
経
営
と
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で

父
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
４
月
上
旬
の
種

ま
き
か
ら
７
月
下
旬
よ
り
始
ま
る
収
穫
作

業
、
ま
た
片
付
け
ま
で
、
家
族
の
力
を
借
り

な
が
ら
の
栽
培
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
時
に
は
多
く
の
人
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
無
事
に
今
年
の
加
工
ト
マ
ト
栽
培
を

終
え
る
事
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

大
人
気
の
「
栄
村
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」

で
す
が
、今
年
は
デ
ル
モ
ン
テ
さ
ん
の
ミ
ス
と

重
な
り
、
後
半
ト
マ
ト
の
収
穫
不
足
も
あ
り

予
定
し
て
い
た
ジ
ュ
ー
ス
の
入
荷
が
足
り
な

く
、
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
か
ら
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
無
い
よ
う
に
と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
宮
川
農
園
は
、
加
工
ト
マ
ト

栽
培
を
頑
張
り
ま
す
の
で
「
栄
村
産
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
」
を
今
後
と
も
お
引
き
立
て
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

広
報
編
集
委
員　

宮
川
一
哉

編

後

集

記

　

栄
村
農
業
委
員
会
で
は
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
を
11
月
27
日
㈬
午
後
1
時
30
分
か
ら

栄
村
役
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

集
落
営
農
組
織
の
代
表
者
、
認
定
農
業

者
、
一
般
農
業
者
な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
一
般
の

農
業
者
以
外
の
方
に
は
別
途
案
内
通
知
を
し

ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
こ
の
意
見
交
換
会
で
話
し

合
い
た
い
内
容
や
、
こ
ん
な
事
を
お
聞
き
し

た
い
な
ど
の
ご
意
見
ご
要
望
を
是
非
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
農
業
委
員
・
推
進

委
員
、
又
は
事
務
局
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
な
ど
、
農
地

の
利
用
で
お
困
り
の
方
は
農
地
が
遊
休
化
す

る
前
に
、
お
近
く
の
農
業
委
員
又
は
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、
倉
庫
、

車
庫
、
資
材
置
場
、
山
林
等
の
農
地
以
外
の

用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
農
地
を

一
時
的
な
資
材
置
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合

も
転
用
に
な
り
、
農
業
委
員
会
を
経
て
、
あ

ら
か
じ
め
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た
り
許
可
内

容
と
異
な
る
目
的
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

工
事
の
中
止
等
を
命
じ
ら
れ
た
り
、
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
農
地
を
貸
し
た
い
」
農
地
所
有
者
と
「
農

業
の
規
模
拡
大
を
図
り
た
い
」
農
業
者
と
の

間
に
、
利
用
権
（
農
地
の
賃
借
権
）
を
結
ん

で
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
来
、農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
は
、

農
地
法
の
許
可
（
第
3
条
許
可
）
が
必
要
で

す
が
、『
利
用
権
設
定
』
で
貸
し
借
り
の
手

続
き
を
す
る
場
合
は
、
農
地
法
上
の
手
続
き

が
不
要
で
簡
単
で
す
。

　

貸
し
手
（
農
地
所
有
者
）
と
の
設
定
期
間

が
満
了
す
れ
ば
、
賃
借
契
約
は
自
動
的
に
終

了
し
、
貸
し
た
農
地
は
確
実
に
戻
っ
て
き
ま

す
の
で
安
心
で
す
。

　

手
続
き
に
関
し
て

は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

月
1
回
行
わ
れ
る
定
例

会
議
で
農
業
委
員
は
農
地

の
売
買
、
貸
し
借
り
、
転

用
の
申
請
を
審
査
し
て
許

可
を
決
定
し
ま
す
。

　

先
般
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
農
業
委
員
会
の
重
点

業
務
と
し
て
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
が
明
確
化
さ
れ
、
新
た
に
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
加
わ
り
、
農
業

委
員
と
綿
密
に
連
携
し
、
定
例
委
員
会
へ
の

出
席
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
一
つ
と

し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

農
業

委
員
会
の

■
11
月
27
日
「
農
業
者
と
の
意
見
交

　
換
会
」
を
行
い
ま
す
。

■
農
地
の
利
用
で
お
困
り
の
方
は

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
利
用
権
の
管
理
設
定

　
農
地
の
貸
し
借
り
に
、

利
用
権
設
定
手
続
き
を
　

■
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
際

は
、『
農
地
転
用
の
許
可
』
が
必
要
で
す
。

農地事務処理状況（令和元年４月～９月末）

①農地法第３条による農地の売買、交換、贈与、貸借
（単位：件/ａ）

②農地法第４条及び第５条（農地の転用）� （単位：件/ａ）

件　数 面　積

所 有 権

売 買 3 46.5
交 換 2 3.6
贈 与 1 22.3
計 6 72.4

賃 借 権 21 370.9
使 用 賃 借 権 14 1331.3

件　数 面　積 用　　途
第４条 0
第５条 3 32.1 遺跡調査一時転用
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栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第192号

◆令和元年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

内容：○平成30年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額　○令和元年度予算推移　○主な可決案件
　　　○陳情審査結果　○令和２年度予算樹立に関する提言書　○一般質問７名
　　　○議会全員協議会報告

　平成30年度一般会計決算については賛成多数、特別会計決
算については議員全員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第431号）２ページ
から５ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（10会計）

歳入額 38億4,158万円 12億 883万円
歳出額 36億 561万円 11億7,568万円

平成30年度

区　　分 当初予算 6月補正 9月補正 現在の予算額 増 減 額 増減率％ 構 成 比

一 般 会 計 3,219,000  95,533  63,129 3,377,662 158,662  104.93

特　別　会　計

国民健康保険（事業勘定） 244,991 244,991 0 100.00 21.7%

国民健康保険（施設勘定） 113,720 ▲6,948 851 107,623 ▲6,097 94.64 9.5%

秋 山 診 療 所 4,446 4,446 0 100.00 0.4%

後 期 高 齢 者 医 療 28,399 28,399 0 100.00 2.5%

介 護 保 険 404,744 410  6,884  412,038 7,294 101.80 36.5%

簡 易 水 道 77,914 2,000 1,790 81,704 3,790 104.86 7.2%

生 活 排 水 60,718 60,718 0 100.00 5.4%

農 業 集 落 排 水 17,157 17,157 0 100.00 1.5%

ス キ ー 場 97,050 267 10,883  108,200 11,150 111.49 9.6%

ケ ー ブ ル テ レ ビ 63,213 63,213 0 100.00 5.6%

特 別 会 計 合 計 1,112,352  1,128,489 16,137  101.45

※▲は減額

一般会計・特別会計　歳入歳出決算額
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案　件　名 内　　容

◆令和元年度　栄村一般会計補正予算
（第５号）

・理事者旅費、財政調整基金の運用に伴う利息積立金、老人福祉センター
改修工事費、地域医療介護総合確保事業補助金、保育無償化システム改
修委託料、国保（施設勘定）特別会計操出金の減額、米農家支援事業交
付金及び間伐事業委託料等、商工振興事業補助金、観光施設修繕料及び
スキー場特別会計繰出金、測量設計委託料、除雪機械の修繕料及び村営
住宅解体工事費、小学校のあり方委員の報酬及び小中学校の施設修繕料、
６月の豪雨災害における農地災害復旧工事費など

・補正額：63,129千円

◆令和元年度　栄村国民健康保険特別会
計（施設勘定）補正予算（第２号）

・診療所施設の改修工事
・補正額：851千円

◆令和元年度　栄村介護保険特別会計補
正予算（第２号）

・システム改修費、過年度分の国庫支出金等の償還金、介護給付費準備基
金積立金、秋山地区見守り事業経費など

・補正額：6,884千円

◆令和元年度　栄村簡易水道特別会計補
正予算（第２号）

・委託料、工事請負費など
・補正額：1,790千円

◆令和元年度　栄村スキー場特別会計補
正予算（第２号）

・冬期雇用職員賃金、燃料費、光熱水費、修繕料など
・補正額：10,883千円

◆栄村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について

・刑事施設等に収監されている者に対する国民健康保険税の減免規定を新
たに設ける改正を行うもの

◆栄村消防団の定員、任免、給与、服務
等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

・地方公務員法の一部改正に伴い、成年被後見人または被保佐人は消防団
員になれないとする規定を削除する改正を行うもの

◆栄村印鑑の登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

・国が女性活躍推進の観点から、住民票や個人カード番号等への旧氏の記
載が可能となるよう住民基本台帳法施行令の改正を行うため、栄村印鑑
の登録及び証明に関する条例との整合性を図るために改正するもの

◆栄村公共物管理条例の一部を改正する
条例の制定について

・本年10月から消費税が８%から10%に改正されるに当り、所要の改正を
行う必要が生じたため、栄村公共物管理条例の一部を改正するもの

◆栄村保育所保育料徴収条例の一部を改
正する条例の制定について

・子ども・子育て支援法の改正による幼児教育・保育の無償化制度の施行
に伴い、３歳以上の全ての子ども及び０歳から２歳までの住民税非課税
世帯の子どもの保育料を無料とすることについての条例改正

◆栄村観光レクリエーション施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

・令和元年度に村所有の観光レクリエーション施設、雄川閣、トマトの国、
北野天満温泉の３か所については民間による指定管理となったこと等に
より、観光レクリエーション施設の設置及び管理に関する条例中、施設
の種類や区分、利用料等全改正をするもの

◆人権擁護委員候補者の推薦について ・広瀬隆司 氏（森）

令和元年９月定例会　主な可決案件
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

１．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、自主財源、交付税の安定的確保に努めること。
２．財政調整基金を含むすべての基金の使途に関しては、必要性が妥当で適切な額か判断し進めること。
３．歳出科目については、より計画的、効率的、公平に対応し、少ない経費でより多くの効果を得られるよう

方策を講じること。
４．予算の樹立に向けては、前年度の決算の成果を基に計画を立て、主要施策の効果を明記すること。
５．村からの情報発信は積極的に公開発信し、観光・地場産業等地域の付加価値を高めるよう努めること。
６．防災にあっては、日々新しい情報を発信し、常に住民に寄り添った対応を提供し、地域の安心、安全に努

めること。
７．地域の活性化を図るため、人口減少問題を重要施策と位置づけ、積極的に取り組むこと。
８．子どもたちの教育環境の更なる充実を図り、心、学、体の発達を促し、地域の宝の育成に努めること。
９．義務教育の更なる充実を図り、秋山小学校においては休校扱いを検討し、栄村らしい教育環境を作られたい。

産
業
社
会
常
任
委
員
会

１．高齢社会が進み、年金に関する不安もある中、国民健康保険、介護保険に関わる負担について、高齢者が
多い村民の負担額が現在以上に増大しないよう、村独自の研究を進め、負担軽減に努められたい。

２．栄村は「農業と観光が基軸産業である」との基本認識である。
　農業においては、中山間地域等直接支払制度が令和２年度から第５期に入る。それについての村民の不
安の声も聞こえる。また、ふるさと納税制度の変更に伴い、令和２年度以降の村の農業振興事業がどうな
るのかへの不安も大きい。
　令和2年度の予算編成においては、山間地農業としての栄村の農業が持続できるように、各種施設の総
合的な検討を十分に行い、村民が安心して農業に取り組める環境を整えるように努力されたい。

３．もう一方の基軸である観光をめぐって、観光資源、観光スポットの保全・整備に計画的に取り組まれたい。
とくに野々海について、春の雪を活かす観光事業を実施できるよう、ＧＷ前の道開けを実現すべく、予算
を確保されたい。

　　　また、スキー場の持続可能な運営の実現にむけて、スキー場に関わる予算の編成においては、スキー場
運営協議会、スキー倶楽部等の意見をしっかり聴取し、その意見を反映させるように努められたい。

４．自然保護の強化にむけて、自然保護審議会の活動を充実させるため、審議会に専門家を招聘することを可
能にする予算措置を講じられたい。

◆令和２年度  栄村の予算の樹立に関する提言書を村当局へ提出◆

陳情件名 陳 情 内 容 陳 情 者 審査結果

国の責任による35人
学級推進と、教育予
算の増額を求める陳
情書

　どの子にもゆきとどいた教育をするために、
国の責任による35人学級の計画的推進と教育予
算の増額を求めるため、また国の複式学級の学
級定員を引き下げるよう求めるための意見書を
政府および関係行政官庁あてに提出していただ
きたい。

栄村教職員組合
代表者　根橋 なお

採択

※意見書案とし
て全員賛成で
可決

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当
支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」
を長野県知事に求め
る陳情書

　へき地手当およびへき地手当に準じる手当の
支給率を、教育の機会均等と教育水準の向上を
はかるため、都市部との格差、いわゆる総体的
へき地性がいっそう拡大している実情を十分把
握しつつ、近隣県との均衡を勘案し、2005年度
以前の定率に戻すこと。

義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を
求める陳情書

　教育の機会均等とその水準の維持向上のため
に必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持
し、負担率を２分の１に復元すること。

陳情　審査結果
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村
長
今
シ
ー
ズ
ン
の
さ
か
え
倶
楽
部
ス

キ
ー
場
の
営
業
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
方
で
当
初
予
算
計
上
の
際
は
、
過
去
の

営
業
か
ら
色
々
考
え
て
営
業
日
数
１
０
７
日

で
計
算
し
て
お
り
、
予
約
も
大
会
も
な
い
37

日
の
平
日
に
つ
い
て
休
業
と
し
、土
日
祝
日
、

特
定
平
日
、
大
会
等
の
関
係
か
ら
70
日
営
業

で
当
初
予
算
と
し
た
。
そ
の
中
で
ス
キ
ー
場

運
営
協
議
会
、
栄
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
会
議

を
重
ね
た
結
果
、
例
年
通
り
全
日
営
業
で
な

け
れ
ば
風
評
被
害
が
起
き
「
栄
村
は
ス
キ
ー

場
を
閉
鎖
し
た
」
と
言
わ
れ
兼
ね
な
い
よ
う

な
こ
と
が
起
き
る
。
ま
た
、
冬
期
雇
用
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
冬
期
間
を
通

し
で
な
い
と
勤
め
は
で
き
な
い
と
。
そ
う
な

る
と
土
日
祝
日
、
特
定
平
日
の
み
で
は
運
営

で
き
な
い
の
で
、
休
業
予
定
で
あ
っ
た
平
日

の
37
日
を
プ
ラ
ス
し
て
追
加
予
算
を
計
上
し

た
。商

工
観
光
課
長
通
常
の
平
日
を
定
休
日

に
す
る
理
由
は
、
①
労

働
者
派
遣
法
に
よ
り
森
林
組
合
等
か
ら
の
派

遣
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
②
冬
期
従
業
員
の

休
暇
が
２
～
３
日
程
度
し
か
取
得
で
き
ず
労

務
管
理
上
問
題
が
あ
っ
た
。
③
平
日
の
団
体

予
約
、
ス
キ
ー
教
室
以
外
の
平
日
は
数
名
の

利
用
、
村
民
の
利
用
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
無
い

状
態
で
の
費
用
対
効
果
を
考
え
た
等
の
理
由

だ
が
、
全
日
営
業
で
な
け
れ
ば
勤
め
ら
れ
な

い
と
の
意
向
か
ら
２
０
１
９
～
２
０
２
０
シ

ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り
全
日
営
業

を
行
う
。

質
問
当
初
予
算
で
は
、
土
日
営
業
の
形

態
で
行
き
た
い
と
い
う
予
算
構
成

だ
っ
た
。
変
更
の
場
合
は
補
正
予
算
で
対
応

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ス
キ
ー
場
の
運
営
に

つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
シ

ー
ズ
ン
の
営
業
に
係
る
雇
用
の
段
階
に
入
る

時
、
土
日
雇
用
の
条
件
が
示
さ
れ
た
が
、
抵

抗
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
今
定
例
会
で

は
ス
キ
ー
場
特
別
会
計
予
算
で
全
日
営
業
、

冬
期
雇
用
賃
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
平
成

８
年
か
ら
出
発
を
し
た
ス
キ
ー
場
企
業
事

業
、
雪
は
悪
玉
と
し
て
の
扱
い
か
ら
、
雪
を

善
玉
に
変
え
て
風
土
産
業
と
し
て
夢
を
乗
せ

て
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
23
年
を
迎
え
る
。
ス
キ

ー
場
運
営
協
議
会
、
栄
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
の

意
見
調
整
な
ど
を
含
め
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
計

画
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

商工観光課長

今
ま
で
通
り全日

営
業
。　

今
シ
ー
ズ
ン
の計

画
は
。

相
澤
博
文
議
員

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
に

つ
い
て

な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
今
暫
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
振
興
公
社
は
昭
和
61
年

４
月
11
日
に
公
益
財
団

法
人
と
し
て
設
立
、
村
営
で
あ
っ
た
雄
川
閣

を
引
き
継
ぎ
４
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
２
年
に
は
臨
時
職
員
を
含
め
て
28
名
と

な
り
、
公
益
事
業
に
つ
い
て
も
猫
つ
ぐ
ら
、

わ
ら
草
履
等
が
伝
統
技
術
と
し
て
復
活
し
、

天
代
の
笹
茶
、
野
田
沢
の
耳
団
子
、
森
の
袖

無
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
、
青
倉
土
曜
会
に
よ

る
都
市
と
の
交
流
と
あ
ん
ぼ
、
平
滝
区
の
都

市
と
の
交
流
、
横
倉
の
内
山
和
紙
、
桐
下
駄

等
振
興
公
社
は
住
民
と
共
に
都
市
に
向
け
た

情
報
発
信
に
よ
る
交
流
事
業
、
伝
統
技
術
を

活
か
し
た
商
品
化
等
村
お
こ
し
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

　

平
成
に
入
り
徐
々
に
事
業
計
画
に
対
し
収

入
が
伴
わ
ず
、
村
の
支
援
が
な
さ
れ
る
中
、

そ
の
後
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
25
年
度
に
公

益
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
と
な
り
、
村
か

ら
の
３
千
万
円
の
出
捐
、
更
に
再
建
に
向
け

29
年
に
は
５
千
万
円
追
加
さ
れ
た
が
、
理
事

会
、
評
議
員
会
の
決
定
に
よ
り
平
成
31
年
３

月
31
日
解
散
す
る
に
至
っ
た
。

質
問
栄
村
振
興
公
社
の
解
散
に
つ
い

て
、
村
民
へ
の
対
応
を
、
出
捐
金

を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長
消
費
税
の
還
付
金
の
入

金
を
確
認
し
だ
い
区
長

配
布
文
書
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

旧
栄
村
振
興
公
社
に
つ
い
て

質
問
旧
振
興
公
社
は
、
公
益
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ
た

が
、
振
興
公
社
解
散
に
よ
り
公
益
活
動
の
受

け
皿
が
無
く
な
り
、
和
紙
、
こ
ね
鉢
、
猫
つ

ぐ
ら
、
わ
ら
細
工
、
桐
下
駄
等
村
の
歴
史
活

力
の
火
が
消
え
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
粟
、
キ
ビ
、
古
代
米
、
ア
マ
ラ
ン
サ
ス

等
の
生
産
も
消
え
か
か
っ
て
い
る
。

　

旧
振
興
公
社
の
功
績
と
共
に
、
村
か
ら
の

出
捐
金
等
振
興
公
社
の
誕
生
か
ら
解
散
に
至

る
村
の
見
解
は
。

村
長
平
成
31
年
３
月
31
日
に
村
と
の
指

定
管
理
期
間
の
満
了
に
伴
い
栄
村

振
興
公
社
は
解
散
さ
れ
、
７
月
16
日
を
も
っ

て
事
務
作
業
の
処
理
が
完
了
と
な
っ
た
。
振

興
公
社
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
経
済
の
発

展
や
住
民
福
祉
に
お
い
て
も
、
今
後
村
だ
け

で
な
く
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
、
商
工
会
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
組
織
も
一
緒
に

村　長

今
暫
く
お
待
ち
い
た
だ

き
た
い
。

旧
振
興
公
社
の
公
益

活
動
の
受
け
皿
を
。

島
田
伯
昭
議
員
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ア
ー
、「
夢
灯
」に
併
せ
た
プ
ラ
ン
等
検
討
中
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
外
国
語
表
記
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
③
雪
を
利
用
し
た
体
験
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
検
討
中
。
④
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
広
告
掲
載
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
で
宣
伝
し
て
い
る
。

特
命
企
画
課
長
中
国
の
観
光
交
流
大

使
と
連
携
調
整
を
し

て
ツ
ア
ー
を
提
案
し
て
い
る
。

質
問
近
隣
市
町
村
に
外
国
人
旅
行
客
が

多
い
が
、
こ
の
流
れ
を
栄
村
に
引

き
込
む
た
め
の
計
画
を
実
施
し
て
い
る
か
。

雪
室
を
活
用
し
野
菜
な
ど
雪
中
保
存
し
付
加

価
値
を
高
め
、
森
商
店
街
の
名
物
と
し
て
売

り
出
せ
な
い
か
。
雪
を
夏
ま
で
保
存
し
、
真

夏
の
雪
ま
つ
り
を
開
催
で
き
な
い
か
。
栄
村

の
中
心
地
の
活
性
化
の
た
め
に
ぜ
ひ
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
栄
村
の
四
季
の
ツ
ア
ー

と
し
て
観
光
大
使
で
あ

る
中
国
の
ニ
イ
大
使
と
プ
ラ
ン
の
検
討
中
。

雪
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
ス

ノ
ー
ケ
ー
ブ
ナ
イ
ト
」
の
企
画
中
。

桑
原
議
員
地
域
の
生
活
や
文
化
を
体

験
、
住
民
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て

い
る
。
栄
村
の
豊
か
な
自
然
、
雪
、
温
泉
、

山
村
の
暮
ら
し
は
魅
力
あ
る
旅
行
資
源
。
滞

在
型
、
着
地
型
観
光
振
興
の
た
め
「
今
す
ぐ

で
き
る
努
力
」
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

質
問
①
旅
行
商
品
を
提
案
し
実
施
し
て

い
る
か
。
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
は
実
施
し
て
い
る
か
。
③
地

域
資
源
で
あ
る
雪
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ

ー
は
考
え
て
い
る
か
。
④
ど
の
よ
う
な
誘
致

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

村
長
①
商
工
観
光
課
、
秋
山
郷
観
光
協

会
で
誘
客
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
、

観
光
大
使
の
山
路
智
恵
さ
ん
を
通
じ
村
の
情

報
発
信
と
Ｐ
Ｒ
。
②
冬
の
栄
村
を
中
国
蘇
州

市
へ
Ｐ
Ｒ
。
誘
客
事
業
と
し
て
観
光
大
使
の

信
州
プ
ロ
レ
ス
の
皆
様
と
水
祭
り
を
開
催
。

今
後
も
夏
の
栄
村
水
祭
り
を
売
り
出
し
て
い

く
。
情
報
発
信
を
願
う
こ
と
か
ら
、
帰
省
客

等
に
重
点
を
置
き
夏
祭
り
を
お
盆
に
実
施
し

た
。商

工
観
光
課
長
①
村
内
の
旅
行
業
者
と

連
携
し
て
山
菜
狩
り
ツ

村　長

冬
の
栄
村
を

中
国
蘇
州
市
へ
Ｐ
Ｒ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
は
し
て
い
る
か
。

桑
原
武
幸
議
員

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
誘
致
・
受

入
れ
態
勢
整
備
の
施
策
に
つ
い
て

蕎
麦
の
作
付
け
な
ど
村
の
重
要
な
耕
作
畑
地

と
な
っ
て
い
る
。

産
業
建
設
課
参
事
過
去
の
記
録
は
、
平

成
22
年
度
ま
で

３
１
８
０
万
円
が
村
へ
償
還
金
と
し
て
入
っ

て
い
る
。
平
成
23
年
度
以
降
は
震
災
に
よ
る

復
興
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
村
へ
の
償
還

は
全
額
免
除
と
な
っ
た
。
28
年
度
に
工
事
が

全
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
小
作
料
、
償

還
金
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
29
年
度
か
ら
以

降
の
村
へ
の
償
還
は
求
め
な
い
事
の
決
裁
が

受
け
て
あ
る
。
自
己
開
発
者
は
実
際
の
負
担

金
が
８
０
０
万
円
の
返
還
で
あ
っ
た
が
、
平

成
26
年
ま
で
に
２
０
７
万
円
ほ
ど
が
償
還
さ

れ
て
い
る
。
同
様
に
23
年
か
ら
は
半
額
減
免

と
な
り
、
一
般
の
入
植
者
と
同
様
に
29
年
か

ら
は
償
還
を
求
め
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
経
過
は
当
初
の
入
植
者
の
高
齢
化

で
、
負
担
金
、
償
還
金
を
払
い
な
が
ら
の
耕

作
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
ま
た
こ
の
ペ
ー

ス
で
償
還
を
続
け
て
も
１
０
０
年
以
上
償
還

に
か
か
る
。
新
た
な
入
植
者
に
入
っ
て
い
た

だ
き
農
地
の
荒
廃
防
止
の
た
め
28
年
度
に
内

部
検
討
を
行
う
中
で
、
村
は
も
う
償
還
を
求

め
な
い
で
な
る
べ
く
畑
を
荒
ら
さ
な
い
た
め

に
多
く
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
く
方
向
に
な

っ
て
い
る
。
小
作
料
は
10
ａ
当
り
３
０
０
０

円
と
い
う
こ
と
で
菅
沢
農
地
利
用
組
合
が
徴

収
し
土
地
の
所
有
者
へ
使
用
料
を
支
払
う
と

い
う
方
法
を
採
っ
て
い
る
。

質
問
11
年
間
に
渡
っ
て
開
発
さ
れ
た
菅

沢
農
地
も
既
に
26
年
が
経
過
し
て

い
る
。
農
地
利
用
状
況
・
災
害
復
旧
後
の
面

積
等
の
変
更
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
耕
作
者

や
耕
作
面
積
の
推
移
は
・
村
の
財
政
負
担
状

況
は
・
入
植
者
は
小
作
料
、
自
己
開
発
者
は

分
担
金
、
村
が
立
て
替
え
た
返
済
金
の
回
収

率
は
・
今
後
の
農
地
利
用
及
び
財
政
負
担
等

の
見
通
し
の
対
策
は
・
現
在
小
作
料
は
10
ａ

３
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
協
議
を
し
て
き
た
の
か
。

村
長
菅
沢
農
地
に
つ
い
て
は
私
も
か
な

り
の
思
い
が
あ
る
。
当
時
の
記
録

で
は
小
作
料
の
設
定
に
は
大
変
時
間
を
費
や

し
た
。
８
年
前
の
震
災
で
整
備
を
し
た
が
、

使
え
る
土
地
、
農
地
に
で
き
な
い
土
地
を
分

け
て
、
畦
畔
を
含
め
約
30
町
歩
の
農
地
に
な

っ
て
い
る
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
、

村　長

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ

ト
や
蕎
麦
の
作
付
け
、
村

の
重
要
な
耕
作
地
で
あ
る
。

菅
沢
農
地
の

利
用
状
況
は
。

齋
藤
康
夫
議
員

菅
沢
の
農
地
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
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し
て
、「
田
直
し
事
業
の
林
業
版
を
取
り
入

れ
て
、
村
民
の
力
を
も
っ
と
フ
ル
に
活
用
し

て
い
く
体
制
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
」
な
ど

長
期
計
画
へ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
課
参
事
森
林
資
源
は
村
に
と

っ
て
も
所
有
者
同
様

に
大
切
な
財
産
で
あ
る
。
少
し
で
も
多
く
森

林
所
有
者
に
還
元
さ
れ
る
対
策
は
必
要
で
あ

る
。
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
は
費
用
が
掛
か
っ

て
収
入
が
少
な
い
。
山
奥
へ
の
搬
出
用
林
道

の
整
備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
森
林
環
境

譲
与
税
や
県
の
森
林
税
等
状
況
を
見
な
が
ら

森
林
組
合
や
県
と
相
談
し
な
が
ら
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
。

村
長
長
期
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
栄

村
総
合
振
興
計
画
の
林
業
部
門
に

載
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
向
で
動
か
せ
て

い
た
だ
く
。

【
参
考
】

栄
村
総
合
振
興
計
画
の
林
業
の
施
策
の
展
開

・
栄
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
て
天
然
林
の

育
成
を
含
め
た
効
率
的
な
森
林
利
用
や
施

業
を
進
め
ま
す
。

・
国
、
県
の
補
助
事
業
な
ど
を
最
大
限
活
用

し
、
森
林
整
備
を
図
り
ま
す
。

・
林
地
内
路
網
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
間
伐
材
な
ど
を
活
用
し
た
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

等
書
か
れ
て
あ
る
。

　

議
会
の
議
決
の
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い

て
、
村
の
財
務
規
則
に
基
づ
い
て
事
務
処
理

に
よ
り
公
有
財
産
記
録
簿
を
減
額
す
る
と
い

う
処
理
を
し
た
い
と
い
う
考
え
。

松
尾
議
員
法
令
等
に
よ
り
権
利
を
放

棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合

を
除
い
て
、
権
利
の
放
棄
に
は
議
会
の
議
決

が
必
要
と
い
う
の
が
地
方
自
治
法
96
条
の
規

定
だ
。

　

公
社
の
評
議
員
会
に
副
村
長
が
出
席
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
村
が
関
与
で
き
な
い

と
こ
ろ
で
解
散
・
清
算
が
決
ま
っ
た
の
で
は

な
い
。

村
長
最
終
的
な
話
は
権
利
の
放
棄
だ

が
、
目
的
に
沿
っ
た
出
捐
金
の
処

理
を
皆
さ
ん
に
も
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
議

会
の
議
決
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

松
尾
議
員
公
社
は
定
款
の
基
本
財
産

の
減
失
で
事
業
継
続
不
可

能
と
い
う
項
目
で
解
散
し
た
の
で
は
な
い
。

平
成
31
年
度
末
で
貸
借
対
照
表
上
、

７
３
４
２
万
円
の
指
定
正
味
財
産
（
出
捐
金

で
形
成
さ
れ
る
財
産
）
が
あ
っ
た
の
に
、
そ

の
後
の
清
算
手
続
き
で
累
積
赤
字
を
処
理
す

る
た
め
に
指
定
正
味
財
産
に
手
を
付
け
た
と

い
う
話
だ
。
こ
う
い
う
こ
と
が
書
類
に
書
か

れ
て
い
る
以
上
、
村
と
し
て
は
何
ら
か
の
こ

と
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
だ
。
答
弁
を
求
め

て
も
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
。
私
は

そ
う
い
う
考
え
を
申
し
上
げ
て
お
く
。

質
問
①
林
業
対
策
は
現
在
保
全
対
策
が

主
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
流

通
対
策
を
取
り
入
れ
て
林
産
材
の
流
通
や
環

境
を
促
し
、
林
業
収
入
を
増
や
す
対
策
を
取

れ
な
い
か
。
②
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
「
森

林
経
営
管
理
法
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
不
在
地
主
と
村
が
契
約
を
し
て
村
が

管
理
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
施
行
し
て
い
く
の
か
。
③
森
林

環
境
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
、
境
界
明
確
化
を

進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
な
い
と
山
を
知
っ
て
い
る
人
が
居

な
く
な
る
が
、
対
策
は
。
④
林
業
経
営
は
長

期
的
計
画
の
も
と
に
保
障
さ
れ
た
作
業
量
と

収
益
が
確
保
さ
れ
な
い
と
経
営
の
継
続
拡
大

や
雇
用
の
安
定
に
繋
が
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
林
道
の
新
設
拡
幅
が
計
画
的
に
早
く
整

備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法
と

質
問
公
社
へ
の
出
捐
金
で
約
６
９
０
０

万
円
の
損
失
が
出
た
。
７
月
の
全

協
で
こ
の
損
失
を
村
は
ど
う
処
理
す
る
の
か

尋
ね
た
。
そ
の
全
協
の
場
で
は
き
ち
ん
と
し

た
答
え
は
い
た
だ
け
ず
、
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
８
月
22
日
に
総
務
課
長
名
の

文
書
で
「
権
利
の
放
棄
に
当
た
ら
な
い
」
と

い
う
回
答
を
渡
さ
れ
た
。
ど
う
い
う
根
拠
で

「
権
利
の
放
棄
に
当
た
ら
な
い
」
と
言
う
の

か
。総

務
課
長
出
捐
金
は
出
資
に
よ
る
権

利
と
い
う
こ
と
で
、
村
の

財
産
と
い
う
位
置
づ
け
で
財
産
台
帳
に
記
載

し
て
い
る
。

　

公
社
の
解
散
は
公
社
の
定
款
、
評
議
員
会

に
よ
る
も
の
で
、
村
の
意
思
表
示
の
結
果
で

は
な
い
の
で
、権
利
の
放
棄
に
当
た
ら
な
い
。

公
社
へ
の
出
捐
金
の
処
理
に

つ
い
て

村　長
「
権
利
の
放
棄
」
に
当
た

ら
な
い
。
議
会
の
議
決
は

必
要
な
い
。

出
捐
金
約
６
９
０
０
万
円
の
損

失
は
「
権
利
の
放
棄
」で
あ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
べ
き
だ
。

松
尾 

眞
議
員

村　長

栄
村
総
合
振
興
計
画
の
林

業
部
門
に
載
っ
て
い
る
。

林
業
経
営
の
長
期
計
画
へ

の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

保
坂
良
徳
議
員

林
業
に
つ
い
て
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栄村議会全員協議会報告

◎平成31年４月から令和元年９月までの村長並びに
議長提出の「議会全員協議会」で議論された項目
内容をお知らせします。

全員協議会（村長提出） 村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等について
議会の意見を聞くための協議会です。

開 催 日 内　　　容

４月25日
㈭

◎　入湯税の改定案について
　　　総務課長より説明、現行日帰り、宿泊とも一律150円であるものを、日帰りのみ50円に引

き下げるもの。
　　　新たな指定管理者での施設管理による営業促進と、近隣市町村との比較により宿泊と日帰

りの料金設定に格差を設けることと、入湯料金300円以下の場合は免除規定を設けるもの。
　　―議員各位より―
　　　引き下げについては賛成するが、以前にも検討されてきて今回改定する経過、理由につい

て明確な判断と、指定管理施設の民間経営と公共的施設としての位置づけをきちんと明確に
した対応を求める意見がありました。

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税

等
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

質
問
各
種
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
従
前

か
ら
村
の
努
力
に
よ
り
村
民
負
担

は
で
き
る
だ
け
軽
減
し
、
行
政
が
担
う
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。
現
状
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

村
長
介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
引
か
れ

大
き
な
支
出
と
な
っ
て
い
る
。
７

期
（
平
成
31
年
か
ら
令
和
３
年
）
中
の
３
年

間
に
基
金
の
積
み
立
て
を
進
め
て
、第
８
期
、

第
９
期
に
お
い
て
保
険
料
の
据
え
置
き
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
は
、
保

険
者
は
県
の
広
域
連
合
会
で
、
統
一
し
た
保

険
料
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
所
得
状
況

に
応
じ
た
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
か
ら
据
え
置
い
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か

ら
長
野
県
と
市
町
村
が
一
緒
に
保
険
者
と
し

て
運
営
す
る
。
ま
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

今
後
統
一
し
た
保
険
料
と
い
う
方
向
で
進
む

と
思
う
。
村
と
し
て
は
当
面
、
国
保
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
現
行
の
軽
減
措
置

を
維
持
し
な
が
ら
被
保
険
者
（
村
民
）
側
に

立
っ
た
対
応
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

質
問
今
年
６
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
大
き
く
変
わ
り
、
Ｊ
Ａ
概
算

金
へ
の
上
乗
せ
が
今
ま
で
通
り
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
稲
作
農
家
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は

ど
う
な
る
の
か
。

村
長
今
国
の
改
正
内
容
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
作
付
け
後
だ
っ
た
た

め
、
本
年
度
は
農
家
が
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
に
特
Ａ
米
に
上
乗
せ
措
置
を
行
い
昨
年

と
同
額
の
仮
渡
金
と
す
る
。

産
業
建
設
課
参
事
農
家
の
特
Ａ
米
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ａ
仮
渡
金

は
１
６
２
０
０
円
（
内
２
８
２
８
円
が
村
か

ら
の
支
援
金
）
と
な
る
。

ま
た
精
算
金
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
の
最
終
精
算
の
み
と

な
る
。

村　長

本
年
度
は
農
家
が
不
利
益
に

な
ら
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
今
後
の

稲
作
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

上
倉
敏
夫
議
員

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
対
応
と
稲

作
農
家
へ
の
支
援
策
は
ど
う
な
る
の
か
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４月25日
㈭

◎　栄村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の改正案について
　　　民生課長より説明、４月から改定した利用料について、他の施設の指定管理による営業が

始まり料金設定が確定されてきたことに伴い、定期券の料金の再見直しと、利用券の廃止を
するもの。

　　―議員各位より―
　　　３月議会で決めた料金をわずか数か月で改定しなければならなくなった理由と、高齢者に

対して福祉的施設としてのサービスの充実を求める意見が出ました。
◎　わさび栽培試験事業について
　　　産業建設課参事より、小赤沢でのわさび田栽培試験事業について、事業内容の見直しと収

支経費見込みについて説明。
　　―議員各位より―
　　　費用対効果を考えると果たしてこれだけの規模が適正なのか、事業計画書の内容が不十分

であり、将来構想も含めた計画の再検討を要望しました。
◎　村宿泊施設４施設の営業及び修繕等について
　　　商工観光課長より、旧振興公社が営業管理していた４施設（トマトの国・北野天満温泉・

雄川閣・のよさの里）について、４月以降の営業予定と当面必要となる施設修繕についての
内容と、修繕費の補正計上について説明。

　　―議員各位より―
　　　指定管理施設に対して村は今後どこまで修繕に関わっていくのか、指定管理にならなかっ

た「のよさの里」の特色ある村の独自経営努力を要望しました。
◎　平成30年度、31年度予算専決補正について
　　　総務課長より、平成30年度の一般会計で東日本大震災復興交付金追加交付に伴う追加補正

と、平成31年度の一般会計で観光施設の指定管理者決定に伴う指定管理委託料の追加補正に
ついて、それぞれ専決処理したことを報告。

５月14日
㈫

◎　わさび栽培試験事業について
　　　産業建設課参事より、前回説明した事業計画と合わせ、事業を導入することになった経緯

の細部、静岡県のわさび栽培指導者との研究取り組みなどを説明。
　　―議員各位より―
　　　試験栽培に取り組む小赤沢活性化倶楽部の関わり方や、借地である圃場の地主との契約な

ど、今後の方向をきちっと見据えて村の特産品化に結び付けていく事を要望しました。

７月23日
㈫

◎　栄村振興公社の清算について
　　　商工観光課長及び旧栄村振興公社理事長より、３月末での振興公社の解散に伴う清算の状

況について、総務課長より村からの出捐金の処分について説明。
　　　議員からは出捐金について法的根拠に基づいてきちんと最終処理をし、村民に報告するこ

とを要望するなどの意見が出ました。

８月２日
㈮

◎　飯山高等学校野球部甲子園出場に対する寄付支援について
　　　教育委員会事務局長より、飯山高校の甲子園出場が決定し、関係市町村に支援要請があり、

栄村からは50万円の寄付を行う考えでいることについて説明。
　　　議員からも大いに支援に賛成ということで賛同しました。
◎　幼児教育、保育の無償化に関する条例の改正案について
　　　教育委員会事務局長より、国の法律改正に伴い幼児教育保育無償化を実施するにあたり条

例改正が必要なことからその内容について説明、給食費についてのみ徴収することとし、小
中学校の現行の給食費補助との均衡を図り、月額３千円とする案の提示がありました。
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全員協議会（議長提出） 議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。

開催日 内　　　容

４月４日
㈭

◎　今後の予定について
　　・５月の村内外での会議、行事等参加の確認
　　・議会定例会年間計画の確認
　　・５月議会全員協議会の日程
◎　栄村総合振興計画審議会委員の推薦
　　　保坂総務文教常任委員長と、松尾産業社会常任委員長が継続で選任されました。
◎　栄村議会議員政治倫理規程について
　　　村に投書のあった議員の行動に対する質問について、事実関係を確認するため総務文教委

員会で調査を行うことを決めました。

５月14日
㈫

◎　副議長の辞任について
　　　故阿部伸治副議長より病気療養のため副議長職の辞職届が提出され、議長から受理したこと

を報告しました。
◎　今後の予定について
　　・６月定例会　６月17日㈪～ 21日㈮（休会、予備日含む）
　　・全員協議会及び常任委員会　６月17日㈪　定例会終了後
　　・苗場山・鳥甲山・佐武流山　山開き神事　６月１日㈯　苗場神社
　　・北信州森林祭　６月15日㈯　中野市間山温泉公園
◎　栄村民生委員推薦会委員の推薦　
　　　松尾産業社会常任委員長と斎藤産業社会常任副委員長が継続で選任されました。
◎　栄村社会福祉協議会理事の推薦
　　　議員定数削減前から議員２名の選出が続いてきているため、１名に削減できないか再検討

を依頼することとし、保留となりました。

６月18日
㈫

◎　今後の予定について
　　・７月議会全員協議会の日程
　　・野の海大明神祭　７月１日㈪　野の海大明神前

9月5日
㈭

◎　国道405号未供用区間開設促進期成同盟会の設立について
　　　秋山振興課長より、国道405号線切明から群馬県中之条町までの未供用区間の早期開設の

実現に向けて、栄村と群馬県中之条町、新潟県津南町の３町村関係者による期成同盟会組織
を新たに作ることについて説明。

　　　11月に設立総会が計画されていることから、必要に応じて協議をすることを確認しました。
◎　のよさの里指定管理者募集について
　　　秋山振興課長より、のよさの里の経営について来年度から再度指定管理者を募集し民間営

業を行いたいためその募集方法、スケジュール等説明。
　　―議員各位より―
　　　募集期間の限られた中で応募のあてはあるのか、冬期間の営業管理の困難さについての村

側の考え方、地形、立地条件を生かした特徴的な経営方法は考えられないかなど様々な意見、
提案がありました。
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６月18日
㈫

◎　栄村社会福祉協議会理事の推薦
　　　前回保留により１名に削減できないか再検討いただいた結果１名の選出となり、斎藤産業

社会常任副委員長が選任となりました。

６月20日
㈭

◎　森開田水路災害について
　　　農業用水路が融雪により被害を受け、これを村が国の補助災害として認定を受ける前に、

議員の情報発信活動から結果として補助の申請ができなくなってしまったことについて、議
員各位が取るべき慎重な行動の必要性を協議確認し、村に対して車の両輪として議会側も動
いていくことを再認識しました。

７月23日
㈫

◎　議会議員倫理規程について
　　　４月に協議した議員の行動に対する倫理問題について、事実確認の調査を付託された総務

文教委員会より接触があった事実を報告、各議員より今後の進め方について意見しあい、倫
理審査委員会を立ち上げ進めることを決めました。

◎　今後の予定について
　　・８月議会全員協議会の日程
　　・各種行事研修会への参加確認

８月22日
㈭

◎　議会議員倫理規程について
　　　倫理審査委員会立ち上げの際の審査請求について、３名の議員の連署が必要であるが、そ

の３名の選出にあたり、一部変更があったため改めて協議を行いました。
◎　今後の予定について
　　・９月定例会　　９月３日㈫～12日㈭（休会、予備日含む）
　　・全員協議会及び常任委員会は議会運営委員会で決定
　　・各種行事研修会への参加確認

９月４日
㈬

◎　議会議員倫理規程について
　　　議長から倫理規程に基づく審査請求が提出されたことを報告しました。
◎　その他
　　・北信広域連合選挙管理委員会委員の推薦について　
　　・北信地区議会議員親善球技大会の参加について　10/8木島平村
　　・長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会提出議題について
　　　　県道、国道の改良促進について要望案を協議
　　・決算事業成果説明書の村への改善要望書提出について協議
◎　今後の予定について
　　・保育園運動会への出席確認
　　・10月議会全員協議会の日程

９月10日
㈫

◎　議会議員倫理規程について
　　　審査請求書について、議会運営委員会で協議したところ内容に疑義が生じたため、再度審

査委員会の立ち上げの是非について協議、議員全員で公開の場で結論を出すべきとの考えか
ら全員協議会の中で、対象議員の弁明の機会も設けて協議を進めていくことになりました。

◎　長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会提出議題について
　　　前回協議した内容で要望書案を作成、確認により提出することとしました。



（28）公民館報�さ か え令和元年11月１日

公
民
館
報

第331号
令和元年11月１日発行

■ 発行
栄村公民館
〒389-2703
長野県下水内郡栄村
大字堺9214-1

■ 電話
0269-87-2100

■ 編集
栄村公民館報編集委員会

展示・露店も元気に。

今年も小中合同合唱を行いました！

東京栄村会　千葉県栄町の皆様もゲストに
お越しいただきました眞士さんのピアノでフィナーレ

総合司会は
高校生の
山田眞士さん

子ども音楽発表会の司会は栄中生徒
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第41回
　41回目となる栄村総合文化祭。台風19号の影響で、午前中の子ども音楽発表会のみの開催
となりましたが、会場は満員。出演者合わせ200人を超える皆様にお越しいただきました。
全国の被災された方々にも栄村の元気が届いたことでしょう！

眞士さんのピアノでフィナーレ栄中吹奏楽部３年生はこの演奏で引退 栄中学校

栄小学校 保育園　ひまわり組

最後には全員で「もみじ」の合唱

栄村総合文化祭開催!!
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一
石
を
投
じ
る

栄
村
の
人
口
維
持
と

仕
事
を
考
え
る

人
口
を
維
持
す
る
こ
と

　

栄
村
の
人
口
は
、
昭
和
31
年
の
発
足

時
の
6
6
0
0
人
か
ら
減
少
を
続
け
、

昭
和
50
年
に
約
3
9
0
0
人
、
現
在
約

1
8
0
0
人
、
栄
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

る
と
、
令
和
22
年
に
は
1
0
7
0
人
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
令
和
22
年
の
人
口
目
標
を

1
4
0
0
人
と
定
め
、
産
業
振
興
や
子
育

て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

人
口
減
少
は
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

の
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
人
口
を
増
や
す

た
め
に
様
々
な
手
立
て
を
尽
く
し
て
く
る

で
し
ょ
う
。
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り

を
売
り
に
し
て
も
、
保
育
料
が
無
料
と
か

医
療
費
が
安
い
と
い
う
だ
け
で
は
イ
ン
パ

ク
ト
に
欠
け
ま
す
。

　

本
村
が
い
か
に
独
自
な
魅
力
を
発
信
で

き
る
か
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
30
年
後
に

突
然
目
標
を
達
成
で
き
る
は
ず
も
な
く
、

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
60
歳
以
上
が
70
％

の
集
落
で
す
。
し
か
し
、
30
歳
か
ら
50
歳

代
の
若
い
世
代
の
ほ
と
ん
ど
が
大
阪
や
北

海
道
な
ど
か
ら
の
移
住
者
で
す
。

　

山
間
の
豪
雪
地
帯
と
い
う
過
酷
な
環
境

の
中
で
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
こ

の
地
で
昔
か
ら
根
付
い
て
き
た
伝
統
や
文

化
。
培
わ
れ
て
き
た
仕
事
や
知
恵
。
そ
う

い
っ
た
も
の
を
守
っ
て
き
た
人
た
ち
に
惚

れ
て
、
次
第
に
若
者
が
移
り
住
み
、
仲
間

も
増
え
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、伝
統
、

文
化
、
仕
事
や
知
恵
を
残
し
伝
え
る
た
め

「
く
ら
し
て
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
炭
焼
き
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た

り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
栃
餅
づ
く
り

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
と
お
互
い
深
く
か

か
わ
っ
て
生
き
生
き
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
本
業
は
林
業
が
主
で
、
炭

づ
く
り
や
木
酢
液
か
ら
土
壌
改
良
剤
の
開

発
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
仕
事
は
い
く

ら
で
も
あ
る
と
語
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
地
元
民
に
も
子
ど
も
が
い

て
、
か
つ
て
は
現
在
よ
り
に
ぎ
や
か
な
時

期
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
進

学
、
就
職
で
地
元
を
離
れ
て
い
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
生
活
の
過
酷
さ
を
理
由

に
親
た
ち
も
引
き
留
め
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
限
界
集
落
の
将
来

は
寂
し
い
も
の
に
な
る
矢
先
の
こ
と
。
生

き
る
た
め
に
身
に
つ
け
た
技
や
知
恵
が
現

代
社
会
や
地
球
の
将
来
に
無
く
て
は
な
ら

今
こ
の
時
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
意
識
し

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

〇
鳥
取
県
智ち

頭づ

町

　

先
日
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、
鳥

取
県
智
頭
町
。
智
頭
町
で
は
百
人
委
員
会

と
い
う
も
の
を
10
年
前
に
発
足
さ
せ
、
広

く
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
関
心
の
高
い
課

題
を
話
し
合
い
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

の
政
策
を
行
政
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
一
人
の
移
住
者
で
あ
る
主

婦
が
、
自
分
の
子
ど
も
と
森
の
中
で
遊
ん

だ
経
験
を
も
と
に
、「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

を
提
案
。
既
存
の
保
育
園
と
の
兼
ね
合
い

の
他
、
異
論
も
あ
っ
た
中
、
提
案
が
通
り
、

特
に
園
舎
を
持
た
ず
、
春
夏
秋
冬
晴
れ
の

日
も
雪
の
日
も
森
の
中
で
活
動
。
そ
ん
な

森
の
よ
う
ち
え
ん
に
通
わ
せ
た
い
と
、
移

住
も
増
え
今
で
は
若
者
で
賑
わ
う
町
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

智
頭
町
は
ま
た
移
住
者
へ
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
手
厚
く
、
よ
そ
者
に
寛
容
、
移
住

者
に
よ
る
起
業
も
盛
ん
で
、
地
元
民
を
巻

き
込
ん
で
明
る
く
楽
し
く
気
持
ち
の
良
い

町
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
ん
な

町
は
、
ま
す
ま
す
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。　

〇
長
野
県
小
谷
村
の
大
網
集
落

　

長
野
県
小
谷
村
に
あ
る
大
網
集
落
。
栄

村
と
全
く
同
じ
よ
う
に
山
間
の
豪
雪
地
帯

に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
約
70
人
の
人
が

な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。
目
の
前
の
自
分
の
利
益
ば

か
り
求
め
て
い
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
気

が
付
き
始
め
た
若
者
が
行
動
し
始
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
に
つ

い
て
問
う
と
、
多
く
は
将
来
に
就
き
た
い

職
業
に
つ
い
て
答
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
就
き
た
い
職
業
に
就
く
た
め
に
た
く
さ

ん
勉
強
を
し
て
ど
う
い
う
学
校
に
行
っ
て

…
と
思
い
描
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』
と
い
う
村

上
龍
さ
ん
の
書
籍
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
飛

び
出
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
最
新
の
人
気
職
業
ラ

ン
キ
ン
グ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
聞
い
た

こ
と
も
な
い
カ
タ
カ
ナ
の
職
業
が
多
い
の

に
驚
き
ま
し
た
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス

ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
出
版
な
ど
近
年

生
ま
れ
た
仕
事
を
外
す
と
、
ゼ
ロ
か
ら
モ

ノ
を
作
り
出
す
よ
う
な
職
業
が
1
0
0
位

ま
で
に
ほ
と
ん
ど
上
っ
て
い
な
い
の
に
唖

然
と
し
ま
し
た
。
パ
テ
ィ
シ
エ
9
位
、
大

工
21
位
、
シ
ェ
フ
34
位
、
パ
ン
職
人
35
位
、

農
業
83
位
で
す
。
当
然
な
が
ら
い
わ
ゆ
る

3
Ｋ
の
き
つ
い
汚
い
危
険
な
職
業
は
ラ
ン

ク
イ
ン
さ
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　

昔
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
は
ど
ん
な
も

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

し
ご
と
と
は
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の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
生
懸
命
働
い

て
親
兄
弟
を
楽
さ
せ
た
い
と
か
、
お
国
の

た
め
に
働
き
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
夢
を

抱
い
て
い
た
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

村
を
元
気
に
す
る
仕
事

　

か
つ
て
村
に
は
今
で
も
屋
号
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
職
業
が
あ
り
ま
し
た
。
下
駄

屋
・
豆
腐
屋
・
桶
屋
・
油
屋
・
麹
屋
・
石

屋
な
ど
で
す
。い
わ
ゆ
る
製
造
販
売
で
す
。

原
材
料
を
自
家
で
栽
培
し
た
り
、
仕
入
た

り
し
て
加
工
を
す
る
、
も
し
く
は
修
理
を

す
る
仕
事
で
す
が
、
専
業
で
は
な
く
、
複

数
の
仕
事
を
し
て
生
計
を
立
て
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
、
オ
ー
ダ
ー
の
あ
っ
た
時
だ

け
店
を
開
け
、
あ
と
は
田
畑
や
山
仕
事
を

す
る
農
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
内
閣
府
で
目
指
す
全
員
参
加
型
の

社
会
の
中
で
、自
立
し
て
活
躍
す
る
に
は
、

就
労
し
て
経
済
的
な
基
盤
を
築
く
こ
と
が

大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

就
労
は
、
単
に
収
入
を
得
る
だ
け
の
手
段

で
は
な
く
、
そ
の
人
と
社
会
を
つ
な
ぎ
、

自
己
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
る
な
ど
、
働

き
方
は
暮
ら
し
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
基
本
的
考
え
方

の
下
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て

い
る
現
代
に
お
い
て
、
個
人
の
希
望
や
事

情
に
よ
り
様
々
な
働
き
方
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

働
き
口
が
あ
る
か
ら
、
仕
事
が
あ
る
か

ら
、
村
に
居
る
。
栄
村
が
好
き
で
住
み
続

け
た
い
け
ど
、仕
事
が
な
い
か
ら
居
な
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
村
に
人
は
残
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

様
々
な
仕
事
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
や
文

最
終
的
に
は
家
業
や
丁
稚
奉
公
、
女
の
子

な
ら
ど
こ
か
に
嫁
ぐ
等
、
自
分
の
意
志
で

な
く
親
の
決
め
た
進
路
に
就
く
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
貢
献

す
る
生
き
方
。
確
か
に
漠
然
と
し
て
い
て

「
職
業
」
と
し
て
確
立
で
き
る
の
か
と
い

う
指
摘
も
当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
生
き
方

自
体
が
働
き
方
だ
と
考
え
れ
ば
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
行
政
や
地
域
住
民
が
協
力
し

見
守
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
ん
な
生
き
方
・

働
き
方
を
目
指
す
人
々
、
特
に
若
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
村
の
将
来

に
き
っ
と
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る
気

が
し
ま
す
。

　

30
年
後
の
目
標
人
口
は
あ
く
ま
で
目
標

で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
向
け
て
全
村
民
共
通

の
課
題
と
し
て
、
明
る
く
元
気
に
前
向
き

に
栄
村
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
自

分
た
ち
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
助
け
合

い
な
が
ら
厳
し
い
自
然
と
調
和
す
る
生
き

方
を
し
て
い
れ
ば
、
栄
村
は
永
遠
に
消
滅

な
ど
し
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

2016 2017 2018

１位 山梨県 長野県 長野県

２位 長野県 山梨県 静岡県

３位 静岡県 静岡県 北海道

【移住希望地ランキング】

１　薬剤師　　２　プロスポーツ選手　　３　公務員［一般行政職］　　４　美容師
５　医師　　６　金融業界で働く　　７　保育士　　８　看護師　　９　パティシエ
10　建築家　　11　獣医師　　12　ファッションデザイナー　　13　ゲームクリエイター
14　作家　　15　臨床心理士　　16　イラストレーター　　17　漫画家　　18　警察官
19　編集者　　20　犬の訓練士　　21　大工　　22　ホテルで働く　　23　ミキサー
24　ＰＡ［音響］　　25　トリマー　　26　小学校教師　　27　アニメーター
28　動物園の飼育係　　29　水族館の飼育係　　30　ツアーコンダクター　　31　外交官
32　ゲームプログラマー　　33　胚培養士 (エンブリオロジスト)　　34　シェフ
35　パン職人　　36　歌手　　37　声優　　38　通訳　　39　アナウンサー　　40　絵本作家　
41　グランドホステス　　42　司書　　43　カメラマン　　44　弁護士　　45　画家　
46　留学コーディネーター　　47　助産師　　48　損害保険募集人
49　スポーツ用品メーカーで働く　　50　映画監督　　51　理学療法士
52　ネイルアーティスト　　53　NASAで働く　　54　コレペティトゥア
55　パークレンジャー　　56　グラフィックデザイナー
57　フラワーデザイナー　　58　中学校・高校教師　　59　幼稚園教諭
60　精神科医　　61　速記者　　62　メイクアップアーティスト　
63　航空自衛隊　　64　インダストリアルデザイナー　　65　プラネタリウムで働く
66　天文台で働く　　67　ファッションモデル　　68　カイロプラクター　…
75　自然観察指導員…　　83位　農業　　86位　消防官　…

最新のなりたい職業ランキング（13歳のハローワーク公式サイトから）
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九
月
、
十
月
と
台
風
や
豪
雨
が
続
き

ま
し
た
。
村
内
で
は
月
岡
で
千
曲
川
の

溢い
っ

水す
い

が
起
き
、
ま
た
飯
山
方
面
に
通
わ

れ
て
い
る
方
、
飯
山
か
ら
栄
村
に
勤
め

に
来
る
方
に
は
大
変
な
目
に
遭
わ
れ
た

様
子
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。
衷
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
い
っ

ぽ
う
で
大
震
災
か
ら
立
ち
直
っ
た
栄
村

の
姿
と
そ
の
経
験
は
、
今
回
の
台
風
被

害
に
遭
わ
れ
た
村
内
外
の
方
々
へ
の
励

ま
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
台
風

一
五
号
に
胆
を
冷
や
し
た
時
に
、
栄
村

の
勁つ

よ

さ
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

前
回
は
森
村
の
人
々
が
代
官
所
に
差
し

出
し
た
鮭
運
上
免
除
願
い
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。
代
官
に
向
け
て
願
書
に
記

し
た
鮭
漁
の
様
子
は
、
千
曲
川
が
荒
れ
て

漁
獲
が
上
が
ら
な
い
の
に
貢
納
の
苦
労
ば

か
り
が
嵩
ん
で
い
る
が
、
工
夫
を
重
ね
て

い
れ
ば
昔
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
頑
張

っ
て
続
け
て
い
る
、
と
い
う
切
な
い
も
の

で
し
た
。
そ
ん
な
苦
労
ば
か
り
の
鮭
漁
と

鮭
運
上
に
村
人
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か

を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
月
に
、
森

村
の
名
主
・
与
右
衛
門
が
鮭
運
上
と
棚
場

使
用
の
分
担
を
帳
面
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。「
鮭
運
上
諸
事
覚
帖
」（
広
瀬
家
文
書
）

と
題
し
た
帳
面
は
こ
の
年
に
古
帳
か
ら
写

し
出
し
た
も
の
で
、
今
後
の
参
考
の
た
め

に
大
切
に
致
す
様
に
と
注
意
書
き
が
し
て

あ
り
ま
す
。
天
保
期
の
追
記
も
少
し
あ
り

ま
す
。

　

帳
面
の
最
初
は
、
鮭
運
上
永
一
貫

一
三
三
文
の
棚
場
ご
と
の
内
訳
で
す
。
こ

れ
を
見
る
と
従
来
の
駒
川
・
岩
下
川
・
中

条
川
・
沢
尻
川
の
四
棚
に
長
と
ろ
・
巻
川

が
加
わ
っ
て
六
棚
に
増
え
て
い
ま
す
。
広

瀬
家
文
書
に
あ
る
別
の
記
録
に
よ
れ
ば
享

保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
六
棚
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
六
つ
の
棚
の
運
上

は
名
寄
せ
さ
れ
て
三
九
人
に
割
賦
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
棚
で
は
さ
ら
細
か

く
分
担
が
振
ら
れ
、
延
べ
七
六
人
で
分
担

し
て
い
ま
し
た
。
分
担
は
す
な
わ
ち
鮭
棚

を
使
う
権
利
、
持
ち
分
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
分
け
方
は
、沢
尻
だ
け
が
三
分
一（
彦

右
衛
門
分
）
と
三
分
二
（
彦
左
衛
門
分
）

の
二
分
割
、
ほ
か
の
四
つ
の
棚
は
十
二
人

か
ら
十
九
人
、
中
条
川
は
特
に
多
く
二
二

人
で
分
担
し
、
分
け
方
も
四
分
一
、六
分

一
、十
六
分
一
、三
十
二
分
一
と
い
っ
た
割

合
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
同
名
の
人
が

八
分
一
と
二
十
分
一
の
二
株
持
っ
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
売
買
、
質
入

れ
、
分
け
売
り
さ
れ
、
棚
場
の
持
ち
分
は

非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

運
上
の
分
担
と
棚
の
使
い
方
の
関
係

は
、
文
中
に
所
ど
こ
ろ
「
誰
々
分
何
日
廻

り
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
持

ち
分
・
分
担
分
が
漁
期
の
間
に
棚
を
使
え

る
日
数
に
反
映
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
た
だ
持
ち
分
に
く
ら
べ
日
数

が
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す
の
で
、
ほ
か
に

も
基
凖
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

帳
面
に
は
岩
下
川
と
駒
川
の
川
番
の
記

録
も
付
い
て
い
ま
す
。
漁
期
の
間
の
交
番

表
の
よ
う
な
も
の
で
、
八
月
一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日
ま
で
の
一
一
八
日
間
に
川

番
に
出
た
人
の
名
前
と
出
番
の
日
の
記
録

で
す
。
駒
川
に
は
八
月
二
日
か
ら
始
め

て
ず
っ
と
一
日
お
き
に
川
番
が
出
て
お

り
、
岩
下
川
で
は
八
月
一
日
に
始
め
て

一
日
か
ら
四
日
お
き
と
不
定
期
で
す
が

一
一
八
日
中
の
六
八
日
に
川
番
が
出
て
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
旧
暦
で
す
の
で
八
月

と
十
一
月
が
大
の
月
、
九
月
・
十
月
が
小

の
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
組
み
合
わ

せ
は
帳
面
の
作
製
年
代
に
近
い
頃
だ
と
文

化
四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
文
政
十
一
年

（
一
八
二
七
）
の
間
に
六
回
あ
り
、
こ
れ

以
後
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
川
番
の
役
割

も
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
番
人
が

立
つ
日
が
鮭
漁
を
す
る
日
と
み
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

続
き
ま
す
。

岩下川の川番の交番表

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
九
）

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
三
十
五
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図書室だより
　９月１日が防災の日で意識したのもつかの間、平穏な日常に防災への関心が薄
れていった矢先の今回の台風到来…災害への対策はしてもしても追いつかないほ
ど自然の力はどう向かってくるか分からないと痛感しました。
　図書室に災害をテーマにした小説や子ども向けのノンフィクションもありま
す。防災意識向上のために読んでみるのもいいかもしれません。

　冬期移動図書は今年で７年目を迎えます。
一度利用すると続けて下さる村民の皆さまが
大勢いらっしゃいます。
　たくさんの本を積んで各地区を回りますの
でお気軽にご利用ください。

　図書室で本を借りたけど返すのを忘れてい
る本はありませんか。
　11月から始まる移動図書
でも構いませんので返却を
お願いします。
　紛失・破損もお手数です
がお知らせください。

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　

★栄村図書室11・12月休館日★
11月２日㈯～４日㈰、23日㈯

12月21日㈯、22日㈰
12月28日㈯～Ｒ２年１月５日㈰

栄村公民館図書室　☎87-3118

津波ものがたり　山下文男・著（童心社）
Ｍ8／富士山噴火（集英社）　高嶋哲夫

大地震が学校をおそった
手島悠介・文（学研）

お 願 い

10
／
27
か
ら

読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

移動図書始まります！
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こ
ら
っ
せ
通
信

こ
ら
っ
せ
来
館
者
数

・
来
館
者（
令
和
元
年
８
月
～
９
月
末
）

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
７
１
名

・
オ
ー
プ
ン
（
平
成
28
年
８
月
）
か
ら

　

の
累
計 

…
…
…
…
…
７
，３
４
７
名

　

栄
村
総
合
文
化

祭
で
、
北
信
保
育

園
の
年
長
組
12
名

が
保
育
園
の
畑
で

み
ん
な
で
育
て
た

野
菜
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
「
開
店
で
ー
す
！
」
の
元
気
な
掛
け

声
と
同
時
に
、
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い

来
て
く
だ
さ
り
大
忙
し
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

「
安
い
よ
。
ど
れ
も
み
ん
な
１
０
０
円

で
す
！
」

「
人
参
い
か
が
で
す
か
ー
！
」

　

子
供
た
ち
の
か
わ
い
い
呼
び
込
み
に

お
客
さ
ん
の
財
布
の
ひ
も
も
緩
み
、
見

事
に
完
売
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
台
風
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
早
く
元
気
に
な
り
ま
す
よ

う
に
と
、
売
り
上
げ
の
中
か
ら
、
子
ど

も
達
が
一
人
ず
つ
募
金
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
買
い
上
げ
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
千
曲
川
の
水
害
に
つ
い
て
、

地
域
史
料
保
全
有
志
の
会
の
白
水
先
生

よ
り
、
古
文
書
か
ら
の
知
恵
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

へ
の
投
稿
で
し
た
の
で
、
許
可
を
い
た

だ
き
、
一
部
編
集
し
、
掲
載
し
ま
す
。

【
東
部
谷
の
災
害
】

投
稿
者
:
白
水

投
稿
日
:
2
0
1
9
年
10
月
14
日
㈪

　

今
回
、
一
昨
年
崩
れ
た
長
瀬
─
笹
原

間
の
近
く
で
再
び
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

ま
し
た
ね
。

　

北
野
や
笹
原
か
ら
下
流
あ
た
り
の
東

部
谷
一
帯
は
江
戸
時
代
に
も
大
雨
に
よ

る
同
様
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

島
田
家
文
書
1
7
4
5
号
に
は
、
東

部
谷
一
帯
で
の
大
雨
に
よ
る
田
畑
の
損

害
を
描
い
た
絵
図
が
あ
り
ま
す
。
年
未

詳
の
巳
6
月
付
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

宛
名
か
ら
年
代
が
わ
か
り
ま
す
。

　

宛
名
は
久
保
平
三
郎
様
御
役
所
と
な

っ
て
お
り
、
関
澤
一
之
進
家
文
書
に
よ

る
と
、
久
保
が
代
官
を
務
め
て
い
た
の

は
天
明
4
年
か
ら
7
年
と
あ
る
の
で
、

絵
図
の
巳
年
は
天
明
5
年
（
1
7
8
5

年
）
と
確
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
6
月
25
日
の
大
雨
に
よ
る
災

害
と
文
中
に
あ
り
、
こ
れ
は
今
の
日
付

に
直
す
と
7
月
30
日
に
当
た
り
ま
す
。

梅
雨
の
後
半
で
す
ね
。
歴
史
天
候
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
新
潟
や
岐
阜
の
当
日

前
後
の
天
候
を
見
て
も
台
風
等
の
広
域

豪
雨
は
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
と
す
る

と
、　

今
で
言
う
「
梅
雨
後
半
の
集
中

豪
雨
」と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

や
は
り
東
部
谷
は
崩
れ
や
す
い
地

形
・
地
質
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

絵
図
は
か
な
り
大
雑
把
で
細
か
い
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
流
域
の
か
な

り
の
箇
所
が
被
災
し
た
よ
う
で
す
。

　

歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す

ね
。

【
千
曲
川
と
東
部
谷
の
被
災
】

投
稿
者
:
白
水

投
稿
日
:
2
0
1
9
年
10
月
14
日
㈪

　

こ
ち
ら
は
全
く
年
月
日
未
詳
の
絵
図

で
す
が
、
島
田
家
文
書
1
6
8
6
号
に

は
、
水
害
に
よ
る
石
砂
入
り
の
場
所
を

示
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ

り
ま
す
。

　

東
部
谷
の
ほ
か
、
千
曲
川
沿
い
の
箕

作
・
月
岡
な
ど
に
も
川
沿
い
の
場
所
が

石
な
ど
の
転
が
る
場
所
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
小
地
名
で
は
、「
舟
場
」

「
お
き
」「
ひ
つ
め
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
る
場
所
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
今
回

の
浸
水
域
と
重
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文書1745号
丸で囲んだあたりが天代
濃く塗られている箇所が土砂崩れ

文書1686号
川沿いに水害で石砂が入った。

保
育
園
野
菜
販
売
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こ
の
間
ま
で
、
暑
い
と
思
っ
て
い
た

ら
な
ん
だ
か
急
に
肌
寒
く
な
り
慌
て
て

暖
房
器
具
の
用
意
を
し
始
め
ま
し
た
。

陽
も
短
く
な
り
、
周
り
の
景
色
も
秋
め

い
て
感
じ
て
く
る
と
、
も
う
秋
な
ん
だ

と
思
い
同
時
に
冬
も
近
い
な
と
感
じ
ま

す
。
今
年
は
雪
は
ど
う
か
な
、
今
年
も

あ
と
少
し
で
終
わ
り
か
、
と
考
え
な
が

ら
雪
が
降
る
前
に
冬
支
度
を
す
る
の
も

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
５
回
目
の
冬
を

迎
え
る
こ
と
を
思
う
と
月
日
が
経
つ
の

が
早
い
こ
と
に
吃
驚
し
ま
す
。 

（
遥
）

編
集
後
記

　ぼくは、今までの仲間と違う学校を選びました。
入学式の時、まったく知らない人に囲まれて、と
ても緊張しましたが、オリエンテーション合宿や、
部活動などを通して、中等の仲間と仲良くなるこ
とができました。勉強も部活動も大変ですが、と
ても楽しいです。部活動では最近、新人戦があり
ました。中学１、２年生が出場する大会なのです
が、２年生にまけてしまったので、もっと努力が
必要だと思いました。新記録目指して頑張ります。

上倉風咲（13歳）森

　大学を卒業後、家業である畜産業を継ぐため栄
村に帰省。現在３５０頭程の和牛を肥育しています。
　生き物を育てる事の難しさを、７年経つ今でも
毎日のように感じていますが、思い通りにいかな
い所にやりがいを感じ、毎日の積み重ねが結果に
繋がる所に魅力を感じています。
　また、地域の皆さんには、ご理解とご協力をい
ただき本当にありがとうございます。栄村には美
味しい牛肉があるよ、と言ってもらえるように頑
張ります！� 樋口大樹（31歳）月岡

今月の一句 〜栄村俳句会〜

友
来
た
る
囲
炉
裏
か
こ
み
て
茸
汁�

杉
浦
恵
子

村
の
道
す
す
き
が
誘
う
夢
未
来�

大
塚
幸
一

秋
の
風
気
ぜ
わ
し
き
日
々
流
れ
ゆ
く�

柳
　
静
江

七
十
七
人
死
す
列
島
横
断
秋
嵐�

馬
場
澤
子

気
も
そ
ぞ
ろ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
秋
の
夜�

関
谷
貞
子

爪
痕
を
残
す
台
風
満
つ
る
月�

斉
藤
は
る
子

老
い
て
か
ら
余
生
た
の
し
む
秋
の
風�

福
原
勇
一

朝
顔
の
種
採
り
明
日
年
信
じ�

山
田
せ
き

敬
老
会
上
座
の
席
の
カ
ザ
リ
者�

山
田
政
治

　未空と紗希のおかげで家の中がとっても
明るいです！ずっと笑顔の可愛い二人でい
てね！� 齋藤大輔・綾子さん宅（箕作）

俳句募集のお知らせ
　日々の思いに心を込めて、これぞ！という俳句を詠ん
でみませんか？詠んだ句は栄村公民館までお送りくださ
い。公民館報に掲載いたします。川柳でも構いません。
（応募者多数の場合など、掲載ができないことがありま
す。ご承知おきください。）

【連絡先】　栄村公民館 ☎87-2100

おおきく
な〜れ

お
手
伝
い
大
好
き
♡

頼
り
に
な
る
お
姉
ち
ゃ
ん
！

未み

空く

ち
ゃ
ん（
５
さ
い
・
左
）

食
べ
る
の
大
好
き
♡（
特
に
チ
ョ
コ
！
）

紗さ

希き
ち
ゃ
ん（
３
さ
い
・
右
）






